
水処理装置　　　　　
総合カタログ
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˔֎Χόー付（ಛผ付ଐ品）

ᶃਾ付スϖースをେ෯にΧット
ɹ必要な機器をコンύクトにユニットԽし、ਾ付スϖースはैདྷͷ 53ʙ66 （̀

ࣾൺ）です。
ᶄスςンレス製ろ過タンク
ɹろ過タンクは SUS304 製で৯ੑ・ੑٱに༏れ、ߴ࠷༻圧力

0.49MPB とߴいです。
ᶅろ材にはಛघγϦΧサンドを༻
ɹಛघγϦΧサンドは、ຎにڧく10Жm Ҏ্ͷܗݻはશてআڈし·す。
ᶆ๛な制御機能
ɹ薬注ポンプ、熱交換器༻॥ポンプ、ิ していࡌ水༻電動弁ͷ制御機能をڅ

·すͷで、৽ͨに制御盤はෆ要です。
ᶇౚ݁止制御をඪ४උ
ɹཋ水をར༻して、機器内ͷౚ݁を止し·す。
ᶈ空転止をඪ४උ
ɹ水位ܭを設ஔしていない߹に、ສҰཋ水が抜けͨ߹で運転をࣗ動ఀ止

し、機器ͷഁଛを止し·す。
ᶉ入ཋ४උ運転
ɹ入ཋ։࣌࢝間に߹わͤてཋ水温度を制御し·すͷで、運転։࣌࢝間設ఆが؆

単でࡁܦతです。
ᶊଟ࠼な運転ཤྺදࣔ
ɹポンプͷ積ࢉ運転࣌間ى動ճͷදࣔができ、ফ෦品取Γ換͑ͷ҆に

なΓ·す。·ͨ、過ڈ 5 ճ·でͷろ過機ͷނোཤྺදࣔはトラϒル࣌ͷਝな
ରԠにศརです。

ᶋ薬液注入ͷタΠマ制御
ɹタΠマによΓ薬注ポンプを͔ࡉく運転制御でき·す。
ᶌଟ࠼なิڅ水制御
ɹิڅ水をҙͷࠁ࣌に制御でき·すͷで、とれにくいཋ水ද面ͷԚれをڧ制

排水さͤる͜とでき·す。
ᶍ࿈動ࢠඋ（ແ電圧 B 接×3 （ݸ
ɹジΣットポンプόΠϒラポンプを࿈動さͤる࣌にศརです。
ᶎԕִૢ࡞ 0K
ɹΦプγϣンͷԕִૢ࡞ύωルで、れͨ管理͔ࣨΒで運転・管理ができ·す。
ᶏు出圧力ҟৗߴ
ɹສҰ、ཋ૧内͓よͼ配管ܥ౷にҟৗなక切Γঢ়ଶが発ੜしͨ߹、ろ過ポンプ

ͷు出圧力をݕ出しࣗ動ఀ止し·す。
ᶐԕִඇৗఀ止ରԠ
ɹཋࣨ等͔Β࣌ٸۓにఀ止さͤる͜とでき·す。
ᶑࣗ動ཹ塩ૉ制御（Φプγϣン）
ɹ入ཋऀͷม動にࠨӈされないよう、ཋ૧水ͷཹ塩ૉೱ度をௐし·す。

※ࣸਅと࣮ࡍͷ機器はృ৭等Ұ෦ҟなる߹が͋Γ·すͷでྃ͝ঝください。

■特殊仕様・特別付属品
ԕִૢ࡞ରԠ
֎Χόー付き
2BSFʙ10BSFʜスςンレス製

14BSF、20BSFʜ߯൘製
※֎Χόーはろ過ஔにޙ付けでき·ͤΜ。
ࣗ動ཹ塩ૉܭ制御

■標準仕様
ɹɹɹɹɹ式ܕ 2BSF�5.4P（C）（R）

2BSF�6.4P（C）（R）
4BSF�5.75P（C）（R）�F
4BSF�6.75P（C）（R）�F

6BSF�5.75P（C）（R）�F
6BSF�6.75P（C）（R）�F

10BSF�51.5P（C）（R）�F
10BSF�61.5P（C）（R）�F

14BSF�52.2P（C）（R）�F
14BSF�61.5P（C）（R）�F

20BSF�52.2P（C）（R）�F
20BSF�62.2P（C）（R）�F

※֎Χόー付ͷ߹は、ܕ式ඌʮCʯが付き·す。·ͨ、֎Χόーはろ過ஔにޙ付けでき·ͤΜ。ɹ※ࣗ動ཹ塩ૉܭ付ͷ߹は、ܕ式ඌにʮRʯが付き·す。
※熱交換器ͷ熱交換量は、熱源水ྲྀ量：ろ過処理水量ͷ 50ˋ、熱源水温度：70 C˃ ̨̗※ɹ࣌ 。ください༺しないでください。ɹ※薬注ஔとセットで͝༺ろ過ஔは্水Ҏ֎でܕ̛
※ʮ薬液ݮʯͷҟৗදࣔをߦうには、薬注ஔͷフϩートスΠッチが必要となΓ·す。

ろɹ過ɹ方ɹ式
運ɹ転ɹ方ɹ式
逆ɹ洗ɹ方ɹ式

処理水量（LVʹ40m/hͷ߹）

設ɹஔɹɹॴ ・ ɹ݅
ɹ༻ɹ電ɹ源

ろɹ過ɹポɹンɹプ

制ɹ御ɹ弁

Ճ圧࠭ܕ式
ि間タΠマーによるࣗ動運転
ि間タΠマーによるࣗ動逆洗

্水
0ʙ50ˆ

内（0ʙ40ˆ）・֎（֎Χόー付࣌）・ٵい্͛（2̼·で）
三૬・200V（50H[）ʗ 200/220V（60H[）

MTP（�F）ٵࣗܕ式ポンプ、FC 製
SUS304
0.49MPB

CAC 製電動三方弁×3

サーϛスタ
CAC 製

内ด߯൘製・ਾஔܕ
ろ過制御・温ௐ制御・薬注制御・熱交༻॥ポンプ制御・ิڅ水制御（5P）

制御盤面・ԕִૢ࡞ύωル（Φプγϣン）

2m3/h 4m3/h 6m3/h 10m3/h 14m3/h 20m3/h

10000kcBM/h 20000kcBM/h 30000kcBM/h 50000kcBM/h 70000kcBM/h 100000kcBM/h

運転ঢ়ଶ（ろ過・逆洗・洗浄・入ཋ४උ・Ճ温த・ౚ݁止）・༵・ࠁ࣌・温度・設ఆ温度・圧力・
積ࢉ運転࣌間・積ىࢉ動ճ・ނোཤྺ
ろ過ポンプ過ෛՙ・熱交༻॥ポンプ過ෛՙ・ߴ温ҟৗ・ు出圧力ҟৗ・ు出圧力ҟৗߴ・薬液ݮ・
ろ過༻電動弁ҟৗ・水温センサҟৗ・圧力発信器ҟৗ・電ۃҟৗ・温ௐ༻電動弁ҟৗ・ཹ塩ૉܭҟৗ・
ろ過ポンプఀ止・機器ポンプҟৗ
ろ過運転࿈動×3 োނҰׅ・（をؚΉ༺ܭ塩ૉཹ）ݸ
Πンターϩック×1

取ɹѻɹ液
液ɹ࣭
液ɹ温

ろ過タンク
材ɹ࣭
圧力༺ߴ࠷

温 ௐ 機 器
熱交換器能力
温度センサ
電動三方弁

制ɹ御ɹ盤

ߏ
制御内༰
設ఆ方๏・࡞ૢ

盤面දࣔ

֎෦出力（ແ電圧B接）
֎෦出力（ແ電圧C接）

通ৗදࣔ

ҟৗ発ੜ࣌

■特長

■型式説明

��#SF�������1�$�3���F

ᶃ処理水量（m3/h）
ᶄBBUh SBOE FJMUFS
ᶅपɹ5：50H[
ɹɹɹɹɹ6：60H[
ᶆポンプ出力 .4 ：0.4kW
 .75 ：0.75kW
 1.5 ：1.5kW
 2.2 ：2.2kW

ᶇࣗٵ式
ᶈ֎Χόー付
ᶉཹ塩ૉܭ付
ᶊ電動機ޮɹ
ɹແ：ඪ४ޮ（*E1 ૬）
ɹF：トップランφーޮ（*E3 ૬）

ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ ᶈ ᶉ ᶊ

ろ過機砂式#SF型

BSF型
࠭ࣜ

MSF3型
࠭ࣜ

PFF型
ΧʔτϦοδࣜ
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1）ろ過ஔを্水Ҏ֎で༻しないでください。
ͷ仕༷を֬ۚࠐٵΈۚは設ஔするࠐいٵ、止ͷͨΊނࣄΈࠐいٵ（2

ೝし、必ず、必要を取Γ付けてください。（࠷ 2 （Ҏ্ݸ
3）逆洗・洗浄排水は間接排水としてください。·ͨ、ろ過ྲྀ量とಉྲྀ量にな

Γ·すͷで、マスが溢れないよう配慮してください。
4）ヘアーキャッチャͷਗ਼はຖߦう͜と。
5）1 ि間に 1 ճҎ্、ろ過器をेに逆洗浄してԚれを排出するととに、

ろ過器ٴͼ॥配管にͭいてద切なফಟ方๏でੜບをআڈする͜と。
6）ཋ૧に気๐発ੜஔ等を設ஔしている߹は、࿈༻しているཋ૧水を

。しない͜と༺
7）ଧͨͤ౬ٴͼγャϫーには、॥しているཋ૧水を༻しない͜と。
8）ཋ૧はຖશ換水してཋ૧をਗ਼する͜と。ͨだし、͜れによΓしい

߹に͋ͬて、1 ि間に 1 ճҎ্શに換水してཋ૧をਗ਼する͜と。
9）ཋ૧水ͷফಟに༻いる塩ૉܥ薬ࡎͷ注入ຢは入口は、ཋ૧水がろ過器

に入るલに設ஔされている͜と。
10）ཋ૧水ͷফಟにͬては、塩ૉܥ薬ࡎを༻し、ཋ૧水தͷ༡ཹ塩

ૉೱ度をසൟにଌఆして、通ৗ 0.2 ないし 0.4mg ʗ L を保ͪ、͔ͭ、
༡ཹ塩ૉೱ度は࠷େ 1.0mg ʗ L を͑ないようΊる͜と。·ͨ、
֘ଌఆ݁Ռはࠪݕͷ͔Β 3 間保管する͜と。

11）ফಟஔͷҡ࣋管理をద切にߦう͜と。
※1 薬液タンクͷ薬ࡎͷ量を֬ೝし、ิڅをଵΒないようにする͜と。
※2 注入弁ͷϊζルが٧·ͬ ていͨΓ、空気を͔ΜだΓしてૹ液がఀ止し

ていない͔等、ૹ液ポンプがਖ਼ৗに࡞動し薬液ͷ注入がߦわれて
いる͜とをຖ֬ೝする͜と。

※3 注入弁はఆظతにਗ਼をߦい、٧·Γを͜ىさないようにする͜と。

12）原౬をஷཹするஷ౬૧（ҎԼʮஷ౬૧ʯという。）ͷ温度を、通ৗ༻ঢ়
ଶに͓いて、౬ͷิڅ口、ఈ෦等にࢸる·で 60 C˃ Ҏ্に保ͪ、͔ͭ、
に͓いて࣌༺େ࠷ 55 C˃ Ҏ্に保ͭ能力を༗するՃ温ஔを設ஔす
る͜と。ͦれによΓしい߹には、レジΦωラଐەがൟ৩しないように
ஷ౬૧水ͷফಟ設උがඋ Β͑れている͜と。
ੜບͷঢ়گをࢹし、必要にԠ͡てਗ਼ٴͼফಟする͜と。

13）ຖશに換水しているཋ૧水は、1 に 1 ճҎ্、࿈༻している
ཋ૧水は、1 に 2 ճҎ্（ͨだし、ཋ૧水ͷফಟが塩ૉফಟでない
߹には、1 に 4 ճҎ্）、水࣭ࠪݕをߦい、ͦͷ݁Ռはࠪݕͷ͔Β
3 間保管する͜と。

水࣭基४
ɹ・度は、5 度ҎԼで͋る͜と。
ɹ・過マンΨンࢎΧルγϜফ量は、25mg ʗ L ҎԼで͋る͜と。
ɹ・େ܈ەは、1 ʗݸ mL ҎԼで͋る͜と。
ɹ・レジΦωラଐەは、ݕ出されない͜と（10cGV ʗ 100mL ະຬ）

水࣭基४はʮެऺཋに͓けるӴੜ等管理要ྖ等ͷվਖ਼にͭいてʯه্
݈発ୈ 0214004 ߸ɹฏ 15  2 ݄ 14 よΓҾ༻
ͷه্ 4）ʙ13）はʮެऺཋに͓けるӴੜ管理要ྖ等ͷվਖ਼にͭいてʯ
݈発ୈ 0214004 ߸ɹฏ 15  2 ݄ 14 よΓҾ༻

■Ζաஔͷ҆શʹؔ͢Δҙ߲ࣄ

■γεςϜϑϩʔྫ

水管څิ

ろ過ࠐٵ管

ろ過ు出管

̝̩ ̫̥ ɼ̡̝̩ ̥

̝̞̫̥ ɼ̝ ̡̩ ̥

̝̩ ̡̥

̝̩ ̡̥

̝̩ ̡̥

̝̞̫̥ ɼ̝ ̡̩ ̥

塩ビ圧ϗース

ɹ߸໊ɹশه 管ɹछ（ࢀɹ考）

熱交Ұ࣍温水管（ؐ）

熱交Ұ࣍温水管（ԟ）

౬管（ԟ）څ

薬液注入管

水管څ̥̫̞̝

̝̩ （ؐ）౬管څ̡̥

配ɹ管ɹ材ɹ࣭ɹ۠ɹɹද
໊ɹশ

ろ過タンク

ポンプ

ヘアーキャッチャー

仕切弁

逆止弁

フレキܗٿ

ストレーφܗ̮

マーク ໊ɹশ
電動ޒ方弁

電動三方弁

電動ೋ方弁

水位ܭ（̥̑ ）

温度センサー

温度ܭ

圧力ܭ

マーク

γɹンɹボɹルɹマɹーɹクɹද

サΠϗン止Ίチャッキ弁

熱交換器（ଟ管式）

ϛキγンάόルϒ ࣗ動空気抜き弁

サΠϗンϒレーΧ

フϩートスΠッチ※1

薬液タンク ࣗ動制御盤

̨̝

M

MM

̧̝

̨̛

̧̨

̧̧

̡̘

̩

̥

̢

̢

̡

̩

※̍：Φプγϣン品

をࣔすࣄܭ：

：ユニットൣғをࣔす

̢

̖

౬（ԟ）څ

水څ

温水（ԟ）

（ؐ）౬څ

温水（ؐ）

ཋɹ૧ɹ

̧̝
̨̝
MM
M

̧̨
̧̧

̨̛

̥̑

共栓

排水

̩

̢

水ユニットڅิ

ԕִૢ࡞ϦϞコン※̍

注）ཋࣨ内設ஔෆՄ

̢

̢

̩

̥̥

̩

電源 ̩

ろ過ஔ

排水
排水ᐩ

Ұׅނোܯใ（ແ電圧̰ 接）

̘̫ ̫̍ .̎ ̑͂ ̀ɻ ̘̑
̘̫ ̫̍ .̎ ̑͂ ̀ɻ ̘̏
ઐ༻ケーϒル

̢

̢

̘̫  ˘˘˘ ͂ ̀ɻ ̘̏ ʴ̚

ݕ口

̘̫    ̎ ɽ̌    ͂ ̀ɻ ̘̎ ʴ̚
̘̫  ̫̍ ɽ̎  ̑͂ ̀ɻ ̘̎

※̍
̡

薬注ஔ

̡̘

※

アース

ろ過ポンプ空転止

ろ過ポンプ空転෮ؼ

水弁։څิ

水弁ดڅิ

ʻཋ૧水位ܭʼ

※

ろ過機 #SF型砂式
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๏ਤੇܗ֎■ ろ過水出口

原水入口

L

K

M

X

5

6

12 12 12 8 7 5 11

3 4

9

10

15

12

2

13

W X V V

S

T
（

C
）

U

B E
D

F
G

A 100

J
H

逆洗・洗浄排水出口

タンクドレン
20A

薬液注入口
Rc ½

サンプルコック

熱源水入口

N

20
0

P

Q

R

熱源水出口

R ½

ヘアーキャッチャードレン 4×φ15 基礎ボルト孔
13A（ソケット）

No. 部　品　名 個数
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

1
1
1

1式
4
1
1
1
1
1
1
4
1

ポンプ
ヘアーキャッチャー
ろ過タンク
ろ材
電動三方弁
熱交換器
圧力発信器
制御盤
仕切弁
逆止弁
温度センサ
空気抜き栓
共通ベッド

※ユニット内配管は、塩ビ製です。必要と思われる機器・配管には、保温材を取付けてください。
※各配管接続口には必ず仕切弁を設けてください。
※逆洗排水は排水マス等へ間接排水とし、マスが溢れないよう考慮ください。

˔��)[
2BSF-5.4P

A
B
C
D
E
F
G
H
J
K
L
M
N
P
Q
R
S
T
U
V
W
X

850
665

1130
200
252
122
91

172
40

200
100
40

978
448
295
170
119
230
650
100
630
17.5

910
730

1210
200
258
162
110
237
46

135
85
40

1002
450
295
170
119
230
710
100
695
17.5

1050
760

1250
205
250
193
112
173
112
150
100
40

1002
450
295
170
119
230
850
100
725
17.5

1165
830

1440
210
319
202
99

246
99
55
45

125
997
454
345
220
144
200
765
200
790
20

1350
1045
1660
210
498
202
135
270
135
105
75

132
1023
454
350
225
144
200
950
200

1005
20

1430
1070
1600
240
468
222
140
320
140
130
65

101
1074
480
332
207
144
200

1030
200

1030
20

4BSF-5.75P-e 6BSF-5.75P-e 10BSF-51.5P-e 14BSF-52.2P-e 20BSF-52.2P-e
（単位：mm） （単位：mm）

2BSF-5.4P
原水入口

濾過水出口
逆洗・洗浄排水出口
熱源水入口
熱源水出口

30A ソケット
25A フランジ
25A ソケット
20A フランジ
20A フランジ

30A ソケット
32A フランジ
30A ソケット
20A フランジ
20A フランジ

30A ソケット
32A フランジ
30A ソケット
25A フランジ
25A フランジ

40A フランジ
40A フランジ
40A フランジ
32A フランジ
32A フランジ

50A フランジ
50A フランジ
50A フランジ
40A フランジ
40A フランジ

65A フランジ
65A フランジ
65A フランジ
40A フランジ
40A フランジ

4BSF-5.75P-e 6BSF-5.75P-e 10BSF-51.5P-e 14BSF-52.2P-e 20BSF-52.2P-e

2BSF-5.4P
処理能力（m3/h）
逆洗排水量（m3/h）
濾過面積（m2）
製品重量（kg）
運転重量（kg）

2.0
2.0

0.054
175
225

4.0
4.0

0.11
225
310

6.0
6.0

0.16
266
376

10.0
10.0
0.26
410
615

14.0
14.0
0.38
570
970

20.0
20.0
0.50
690

1120

4BSF-5.75P-e 6BSF-5.75P-e 10BSF-51.5P-e 14BSF-52.2P-e 20BSF-52.2P-e

˔��)[
2BSF-6.4P

A
B
C
D
E
F
G
H
J
K
L
M
N
P
Q
R
S
T
U
V
W
X

850
665

1130
200
252
122
91

172
40

200
100
40

978
448
295
170
119
230
650
100
630
17.5

910
730

1210
200
258
162
110
237
46

135
85
40

1002
450
295
170
119
230
710
100
695
17.5

1050
760

1250
205
250
193
112
173
112
150
100
40

1002
450
295
170
119
230
850
100
725
17.5

1165
830

1410
210
319
202
99

246
99
55
45

120
997
454
315
190
144
200
765
200
790
20

1350
1045
1660
210
498
202
135
270
135
105
75

132
1023
455
315
190
144
200
950
200

1005
20

1430
1070
1560
240
468
222
140
320
140
130
65
97

1074
480
302
177
144
200

1030
200

1030
20

4BSF-6.75P-e 6BSF-6.75P-e 10BSF-61.5P-e 14BSF-61.5P-e 20BSF-62.2P-e

2BSF-6.4P
原水入口

濾過水出口
逆洗・洗浄排水出口
熱源水入口
熱源水出口

30A ソケット
25A フランジ
25A ソケット
20A フランジ
20A フランジ

30A ソケット
32A フランジ
30A ソケット
20A フランジ
20A フランジ

30A ソケット
32A フランジ
30A ソケット
25A フランジ
25A フランジ

40A フランジ
40A フランジ
40A フランジ
32A フランジ
32A フランジ

50A フランジ
50A フランジ
50A フランジ
40A フランジ
40A フランジ

65A フランジ
65A フランジ
65A フランジ
40A フランジ
40A フランジ

4BSF-6.75P-e 6BSF-6.75P-e 10BSF-61.5P-e 14BSF-61.5P-e 20BSF-62.2P-e

2BSF-6.4P
処理能力（m3/h）
逆洗排水量（m3/h）
濾過面積（m2）
製品重量（kg）
運転重量（kg）

2.0
2.0

0.054
175
225

4.0
4.0

0.11
225
310

6.0
6.0

0.16
266
376

10.0
10.0
0.26
405
610

14.0
14.0
0.38
570
970

20.0
20.0
0.50
690

1120

4BSF-6.75P-e 6BSF-6.75P-e 10BSF-61.5P-e 14BSF-61.5P-e 20BSF-62.2P-e

ろ過機砂式#SF型
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๏ਤʢ֎Χόʔ付ʣੇܗ֎■

※ユニット内配管は、塩ビ製です。必要と思われる機器・配管には、保温材を取付けてください。
※各配管接続口には必ず仕切弁を設けてください。
※逆洗排水は排水マス等へ間接排水とし、マスが溢れないよう考慮ください。

˔��)[
2BSF-5.4PC

A
B
C
D
E
F
G
H
J
K
L
M
N
P
Q
R
S
T
U
V
W
X

850
665

1190
200
252
122
91

172
40

200
100
40

978
448
295
170
119
230
650
100
630
17.5

910
730

1210
200
258
162
110
237
46

135
85
40

1002
450
295
170
119
230
710
100
695
17.5

1050
760

1280
205
250
193
112
173
112
153
100
40

1002
450
295
170
119
230
850
100
725
17.5

1200
830

1480
210
319
202
99

246
99

120
75

120
997
454
345
220
144
200
800
200
790
20

4BSF-5.75PC-e 6BSF-5.75PC-e 10BSF-51.5PC-e 14BSF-52.2PC-e 20BSF-52.2PC-e
（単位：mm） （単位：mm）

2BSF-5.4PC
原水入口

濾過水出口
逆洗・洗浄排水出口
熱源水入口
熱源水出口

30A ソケット
25A フランジ
25A ソケット
20A フランジ
20A フランジ

30A ソケット
32A フランジ
30A ソケット
20A フランジ
20A フランジ

30A ソケット
32A フランジ
30A ソケット
25A フランジ
25A フランジ

40A フランジ
40A フランジ
40A フランジ
32A フランジ
32A フランジ

4BSF-5.75PC-e 6BSF-5.75PC-e 10BSF-51.5PC-e 14BSF-52.2PC-e 20BSF-52.2PC-e

2BSF-5.4PC
処理能力（m3/h）
逆洗排水量（m3/h）
濾過面積（m2）
製品重量（kg）
運転重量（kg）

2.0
2.0

0.054
210
260

4.0
4.0

0.11
265
350

6.0
6.0

0.16
320
430

10.0
10.0
0.26
535
740

4BSF-5.75PC-e 6BSF-5.75PC-e 10BSF-51.5PC-e 14BSF-52.2PC-e 20BSF-52.2PC-e

˔��)[
2BSF-6.4PC

A
B
C
D
E
F
G
H
J
K
L
M
N
P
Q
R
S
T
U
V
W
X

850
665

1190
200
252
122
91

172
40

200
100
40

978
448
295
170
119
230
650
100
630
17.5

910
730

1210
200
258
162
110
237
46

135
85
40

1002
450
295
170
119
230
710
100
695
17.5

1050
760

1280
205
250
193
112
173
112
153
100
40

1002
450
295
170
119
230
850
100
725
17.5

1200
830

1440
210
319
202
99

246
99

120
75

120
997
454
315
190
144
200
800
200
790
20

4BSF-6.75PC-e 6BSF-6.75PC-e 10BSF-61.5PC-e 14BSF-61.5PC-e 20BSF-62.2PC-e

2BSF-6.4PC
原水入口

濾過水出口
逆洗・洗浄排水出口
熱源水入口
熱源水出口

30A ソケット
25A フランジ
25A ソケット
20A フランジ
20A フランジ

30A ソケット
32A フランジ
30A ソケット
20A フランジ
20A フランジ

30A ソケット
32A フランジ
30A ソケット
25A フランジ
25A フランジ

40A フランジ
40A フランジ
40A フランジ
32A フランジ
32A フランジ

4BSF-6.75PC-e 6BSF-6.75PC-e 10BSF-61.5PC-e 14BSF-61.5PC-e 20BSF-62.2PC-e

2BSF-6.4PC
処理能力（m3/h）
逆洗排水量（m3/h）
濾過面積（m2）
製品重量（kg）
運転重量（kg）

2.0
2.0

0.054
210
260

4.0
4.0

0.11
265
350

6.0
6.0

0.16
320
430

10.0
10.0
0.26
535
740

4BSF-6.75PC-e 6BSF-6.75PC-e 10BSF-61.5PC-e 14BSF-61.5PC-e 20BSF-62.2PC-e

No. 部　品　名 個数
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

1
1
1

1式
4
1
1
1
1
1
1
4
1
1

ポンプ
ヘアーキャッチャー
ろ過タンク
ろ材
電動三方弁
熱交換器
圧力発信器
制御盤
仕切弁
逆止弁
温度センサ
空気抜き栓
共通ベッド
֎Χόー

ろ過水出口

原水入口

L

K

M

X

5

6

12 12 14 12 8 7 5 11

3 4

9

10

1

5

12

2

13

W X V V

S

T

（
C

）

U

B
70

0
Ҏ

্
（

ϝ
ン

ς
φ

ン
ス

ス
ϖ

ー
ス

）
E

D
F

G

A 100

J
H

逆洗・洗浄排水出口

タンクドレン
20A

薬液注入口
Rc ½

サンプルコック

熱源水入口

N

20
0

P

Q

R

熱源水出口

R ½

ヘアーキャッチャードレン 4×φ15 基礎ボルト孔
13A（ソケット）

4×φ22
電ઢҾࠐ口

1×φ28
電ઢҾࠐ口

1×φ22
薬注Ҿࠐ口

͓߹ͤください ͓߹ͤください

͓߹ͤください ͓߹ͤください

͓߹ͤください ͓߹ͤください

ろ過機 #SF型砂式
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■特長

※ࣸਅと࣮ࡍͷユニットは、Ұ෦ҟなる߹が͋Γ·す。ྃ͝ঝください。

Λɺػͳ࠼Ͱଟੑߴ
͜ΕҰͰɻ
ϥΠϯφοϓΛ๛ʹऔΓͦΖ͑ɺখنͳ͓෩࿊͔Βେنϓʔϧ·Ͱ
༷ʑͳχʔζʹ͓Ԡ͑Ͱ͖·͢ɻ

˔Ԛれをろ過し·す。
˔水ͷ໓ەをし·す。
˔水ͷ温度をコントϩールし·す。
˔水をࣗ動でิڅし·す。

ͷख間をলけるコンύクトなユニットࢪ

トータルコントϩールを࣮ݱ

҆શ保ޢ機能

必要な機器をコンύクトにユニットԽしͨ
লスϖースͷろ過ஔです。
。でき·すݮをେ෯にۀ࡞ࢪでͷݱ

空転止、さΒにߴ温ҟৗでͷࣗ動ఀ止
機能等、機器にར༻ऀに҆શに࠷େ
。ですܭ配慮しͨ設ݶ

༏れͨろ過ੑ能

信པੑͷߴい FRP を࠾༻

ଟ࠼な制御
ろ材にはಛघγϦΧサンドを༻。
ಛघγϦΧサンドはຎにڧく、
さΒに逆洗が༰қで、࣌間で
。す·͑ߦ

ろ過タンクは FRP 製でৰੑ・
ੑٱに༏れてい·す。

˔๛ͳ੍ޚ
ろ過制御、温ௐ制御にՃ͑薬注
ポンプ×̎ 、ิ 水༻電動弁څ
ͷ制御機能をࡌしてい·す。
·ͨ、アトラクγϣン機器（ジΣッ
トポンプ、όΠϒラポンプ）ͷ
制御ճ࿏ࠐՄ能です。

˔ଟ࠼ͳӡసཤྺදࣔ
過ڈͷނোཤྺදࣔができアフターサービス࣌҆৺です。

˔ༀӷೖͷλΠϚ੍ޚ
タΠマによΓ薬液注入ポンプを͔ࡉく運転制御でき·す。

˔ଟ࠼ͳิڅਫ੍ޚ
通ৗͷ水位ͷΈによる制御にՃ͑、ろ過しにくいཋ水ද面ͷԚれを
͋͑てΦーόーフϩーさͤڧ制排水さͤる機能උ͑てい·す。

˔࿈ಈࢠඋʢແిѹB̎個ʣ
ジΣットポンプόΠϒラポンプを࿈動さͤる࣌にศརです。

͝。ը面とҟなる߹が͋Γ·す࡞ͷૢࡍ࣮※ ྃঝください。

ਤࡉύωルৄ࡞ૢ

ろ過機MSF3型 砂式
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■標準仕様

※1）ಛघな水࣭（温ઘ等）ͷ߹はฐࣾ·で͓߹ͤください。
※2）温ௐ༻電動三方弁ͷ制御は、0N�0FF 式です。
※3）温度ௐ機能が͋る߹です。   

式ܕ
ろ過方式
運転方式
取ѻ液
設ஔॴ・ࠐٵ݅
電源༺
ろ過ポンプ
ろ過タンク
圧
ろ材
ろ過༻制御弁

温度ௐ༻機器（熱交換器付きͷΈ）

制御盤

保ޢஔ

盤面දࣔ

֎෦出力（ແ電圧 B 接）
ృ৭

通ৗදࣔ
ҟৗ࣌

■ϥΠϯφοϓ
MSF3�6A�H�Fܕɹ式

6m3/h

MSF3�11A�H�F

11m3/h

MSF3�15A�H�F

15m3/h

MSF3�20A�H�F

20m3/h

MSF3�31A�H�F

31m3/h

MSF3�45A�H�F

45m3/h

MSF3�61A�H�F

61m3/h処理水量

MSF3�80AEܕɹ式

80m3/h

MSF3�100AE

100m3/h

MSF3�125AE

125m3/h処理水量

■型式説明

MSF3������"���)���F

ᶃM ：MVMUJ
ɹS ：SBOE
ɹF ：FJMUFS
ᶄ処理水量
ɹ（m3/h）

ᶅろ過༻制御弁
ɹA ：電動ޒ方弁
ɹM ：ख動ޒ方弁
ɹAE ：電動όタフラΠ弁

ᶆH ：熱交換器付き
ɹແه入 ：熱交換器なし
ᶇトップランφーޮ電動機ࡌ品

ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶇ

MSF3�6A�H�F ʙ MSF3�61A�H�F

FC製ඇࣗٵ式しくはࣗٵ式ポンプ 

電動ޒ方弁

Ճ圧࠭ܕ式
ि間タΠマʵによるࣗ動運転

液࣭：্水※1）、液温：0 ʙ 50ˆ
内（0 ʙ い্͛ٵ・（ˆ40 2̼·で

3 ૬ 200V（50H[）ʗ 200/220V（60H[） 

材࣭：FRP
0.35MPB

γϦΧサンド

ポンプຖ：࿙電ःஅ器、2E サーマル
運転ঢ়ଶ（ろ過・逆洗・洗浄）・ࡏݱ温度※3）・設ఆ温度※3）・࣌

ろ過ポンプނো・ߴ温ҟৗ※3）・空転止・薬液ݮ
ろ過ポンプ運転、Ұׅނো

マンセル 5:7 ʗ 1

MSF3�80AE ʙ MSF3�125AE

電動όタフラΠ弁× 5 ݸ

温度センサ：നۚଌ温߅ମ
熱交換器：γΣルˍチϡーϒ
温ௐ༻電動三方弁※2）

ろ過機 MSF3型砂式

8



薬液注入口

逆洗・洗浄水出口

サンプルコック

注入口ࡎूڽ

B

原水入口

ろ過水出口

A

C

熱源水出口

熱源水入口

2

11

10

1

4 31210

5

13

8

9

14

16

7

6

11

15

๏ਤੇܗ֎■

■ੇ๏ද

※熱交換器ඪ४仕༷は、熱源水：70ˆ出౬で水量はろ過処理水
ɹ量ͷ50ˋとなΓ·す。

ヘアーキャッチャー

部　品　名

電動ޒ方弁
ろ過タンク

共通ベッド

όタフラΠ弁
温ௐ三方弁

温度センサ

熱源ଆ配管

ࣗ動空気抜弁

14 ॥配管

16
15

12
13

11
10

制御盤

圧力ܭ
空気抜弁

5

7

9
8

6

逆止弁

熱交換器

4
3
2
1 ポンプ
Noɽ

SS400

SPCC
H*ɻ VP
SUS304

1式
1式
1

1
1

2
2

SUS

FC200
ARLS
FRP
SCS13
SUS1

1

1
1

1

1
1
1
1
個数 ࣭　ࡐ

ࣜ　ܕ
ॲཧਫྔ
N��I

૩ॏྔס
LH

ӡసॏྔ
LH

Ζաਫ
ग़ޱ

ʢJ*S10K
ϑϥϯδʣ

ચਫٯ
ग़ޱ

ʢJ*S10K
ϑϥϯδʣ

ݯਫ
ग़ೖޱ

ʢJ*S10K
ϑϥϯδʣ

ϙϯϓग़ྗ
LW

50�60H[

λϯΫܘ
NN

ਫݪ
ೖޱ

ੇ๏　NN
A̫ B̫ C

6

11

15

20

31

45

61

40A
ソケット

50A
ソケット

65A
ソケット

J*S10K�
80A

J*S10K�
100A

J*S10K�
100A

J*S10K�
125A

450

600

700

800

1000

1200

1400

40A

50A

50A

65A

65A

80A

100A

40A

50A

50A

65A

65A

80A

100A

25A

32A

40A

40A

50A

65A

80A

0.75

1.5

1.5

2.2

3.7

3.7ʗ5.5

5.5

280

330

360

460

680

870

1100

590

880

1130

1480

2860

4220

5980

※্දࡌهͷ内༰は、ඪ४タΠプ（ඇࣗٵポンプࡌ）ͷ߹です。

MSF3�6A�H�F

MSF3�11A�H�F

MSF3�15A�H�F

MSF3�20A�H�F

MSF3�31A�H�F

MSF3�45A�H�F

MSF3�61A�H�F

845×1070×1640

955×1260×1690

1075×1310×1760

1155×1510×1810

1320×1710×2430

1550×1950×2490

1825×2150×2690

ろ過機MSF3型 砂式
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๏ਤੇܗ֎■

■ੇ๏ද

ࣜ　ܕ
ॲཧ
ਫྔ
N��I

૩ॏྔס
LH

ӡసॏྔ
LH

Ζաਫ
ग़ޱ

ʢJ*S10K
ϑϥϯδʣ

ચਫٯ
ग़ޱ

ʢJ*S10K
ϑϥϯδʣ

ݯਫ
ग़ೖޱ

ʢJ*S10K
ϑϥϯδʣ

ϙϯϓग़ྗ
LW

50�60H[

λϯΫܘ
NN

ਫݪ
ೖޱ

ੇ๏　NN
A̫ B̫ C

80

100

125

J*S10K
�125A

J*S10K
�125A

J*S10K
�150A

1600

1800

2000

125A

125A

150A

125A

125A

150A

ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

980

1100

1400

7270

8690

10800

※ろ過タンクとૢ࡞弁でߏされͨユニットとなΓ·す。（ろ過ポンプ、ヘアーキャッチャー、熱交換器、制御盤等はผ్）

MSF3�80AE

MSF3�100AE

MSF3�125AE

2150×1570×2870

2380×1800×2750

2840×2400×2760

部　品　名

ろ過入口弁
ろ過タンク

逆洗出口弁

マンϗール

ろ過出口弁
逆洗入口弁

洗浄出口弁

ࣗ動空気抜弁

Noɽ

11
10

Ս
॥配管

5

7
8
9

6
圧力ܭ

4
3
2
1

個数 ࣭　ࡐ

SS400
H*ɻ VP

1
1式

ADCʗSCS
ADCʗSCS
ADCʗSCS
ADCʗSCS

ADCʗSCS

1

1
1
1

1

1
1
1
1 FRP

18

3

11

4

10

2 7 9 5 6

ろ過水出口

逆洗・洗浄水出口

A

原水入口

C

B

ろ過機 MSF3型砂式
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■෩࿊Ζաܥ౷ਤྫ

౬（ԟ）څ

水څ

温水（ԟ）

（ؐ）౬څ

温水（ؐ）

ཋɹ૧

̧̝
̨̝
MM
M

̧̨
̧̧

̨̛

̥̑
ろ過ஔ

共栓

排水

電源

̖

̢

̥

̩

̢

排水ᐩ

̩

̥̥

̩

̥

排水

Ұׅނোܯใ（ແ電圧̰ 接）

̘̫ ̫̍ .̎ ̑͂ ̀ɻ ̘̑
̘̫ ̫̍ .̎ ̑͂ ̀ɻ ̘̏

̩

̢

水ユニットڅิ

ݕ口

̘̫   ̎ .̌   ͂ ̀ɻ ̘̎ ʴ̚
̘̫ ̫̍ .̎ ̑͂ ̀ɻ ̘̎

※̍
̡

薬注ஔ

̡̘

※

アース

ろ過ポンプ空転止

ろ過ポンプ空転෮ؼ

水弁։څิ

水弁ดڅิ

ʻཋ૧水位ܭʼ

※

ಈ࡞આ໌
̍ɽ ろ過運転は、ि間タΠマーで։ࠁ࣌࢝・ఀ止ࠁ࣌を設ఆして͓き、։ࠁ࣌࢝になると電動ޒ方弁がʮろ過ʯͷঢ়ଶになΓ、ろ過ポンプが運転してߦう。
̎ɽ 逆洗・洗浄運転は、ि間タΠマーで։ࠁ࣌࢝を設ఆして͓き、։ࠁ࣌࢝になると電動ޒ方弁がʮ逆洗ʯͷঢ়ଶになΓ、設ఆ࣌間ろ過ポンプが運転して逆洗をߦう。
。うߦ間ろ過ポンプが運転して洗浄を࣌ͼ設ఆ࠶、方弁がʮ洗浄ʯͷঢ়ଶになΓޒに、電動࣍ 
̏ɽ 薬注ஔは、ろ過運転தͷΈ動࡞し、薬注ポンプが࿈続運転·ͨは間ܽ運転して、ཋ水ͷەࡴをߦう。
 ·ͨ、ΦプγϣンͷフϩートスΠッチͷ設ஔによΓ、ݮ液ܯใ出力が͑ߦる。
̐ɽ 温度制御は、ஔ内ͷ温度センサーͷݕ出温度によͬて、熱交換器へͷ温水ܦ࿏を電動三方弁で切換͑る͜とでߦう。
̑ɽ 水位ܭ（̥̑ 電ۃ）はཋ૧水面͔Βิఀڅ止・ิڅ։࢝・空転෮ؼ・空転止・アースͷॱにセットし、ҎԼͷ各動࡞をߦう。
 ຬ水位よΓセンチ水位がԼがると、ิ 。する࢝։څ水༻電動ೋ方弁が։きิڅ
 ຬ水位·で水位が෮ؼすると、ิ 。止するఀڅ水༻電動ೋ方弁がด͡てิڅ
 水位になると、ろ過ポンプがఀ止する。
 空転෮ؼ水位·で水がཷ·ると、ろ過ポンプが運転する。

水管څิ

ろ過ࠐٵ管

ろ過ు出管

̝̩ ̫̥ ɼ̡̝̩ ̥

̝̞̫̥ ɼ̝ ̡̩ ̥

̝̩ ̡̥

̝̩ ̡̥

̝̩ ̡̥

̝̞̫̥ ɼ̝ ̡̩ ̥

塩ビ圧ϗース

ɹ߸໊ɹশه 管ɹछ（ࢀɹ考）

熱交Ұ࣍温水管（ؐ）

熱交Ұ࣍温水管（ԟ）

౬管（ԟ）څ

薬液注入管

水管څ̥̫̞̝

̝̩ （ؐ）౬管څ̡̥

配ɹ管ɹ材ɹ࣭ɹ۠ɹɹද
໊ɹশ

ろ過タンク

ポンプ

ヘアーキャッチャー

仕切弁

逆止弁

フレキܗٿ

ストレーφܗ̮

マーク ໊ɹশ
電動ޒ方弁

電動三方弁

電動ೋ方弁

水位ܭ（̥̑ ）

温度センサー

温度ܭ

圧力ܭ

マーク

γɹンɹボɹルɹマɹーɹクɹද

サΠϗン止Ίチャッキ弁

熱交換器（ଟ管式）

ϛキγンάόルϒ ࣗ動空気抜き弁

サΠϗンϒレーΧ

フϩートスΠッチ※1

薬液タンク ࣗ動制御盤

̨̝

M

MM

̧̝

̨̛

̧̨

̧̧

̡̘

̩

̥

̢

̢

̡

̩

※̍：Φプγϣン品

̥̑

をࣔすࣄܭ：

：ユニットൣғをࣔす

̢

̖

ͷҙ্ࢪ
̍ɽ ཋ૧ۚࠐٵは、ނࣄࠐٵ止ͷͨΊ࠷̎ݸҎ্設ஔし、ݸはྲྀ量・配管ܘにԠ͡てબఆしてください。
̎ɽ ろ過ஔよΓཋ૧へͷు出口は、必ずཋ૧水面Լに設ஔしてください。
̏ɽ ཋ૧へͷิڅ水はろ過॥配管に接続ͤず、ཋ૧水面へ接མとしࠐΉߏとしてください。
̐ɽ ろ過ポンプࠐٵ口よΓཋ૧水面ͷ方がい߹は、できるだけཋ૧ͷۙくͷݕՄ能なॴに̛ ̘製Ҏ֎ͷスΠンά式逆止弁を設ஔしてください。
 ·ͨ、ཋ૧水位がポンプࠐٵ口よΓ̎ ̼Ҏ্い߹は、ผ్ରࡦが必要です。
̑ɽ ろ過ஔͷपғには、ݕ・म理が͑ߦるスϖース（̒̌ ̼̌ ̼ఔ度）を֬保してください。
̒ɽ ろ過ஔ入口配管は、できるだけく、ۂがΓをগなくするととに、空気ͷཷ·Γқいௗډ配管はઈରにߦわないでください。
̓ɽ ろ過ஔͷ各配管取߹い෦͓よͼ機器ͷ取߹い෦には、仕切弁を取付けてください。
̔ɽ 逆洗排水はろ過水量と΄΅ಉ量ͷ排水量となΓ·す。
 ଞͷ排水管へͷ逆ྲྀ排水マスなͲが溢れないよう考慮ください。
̕ɽ 電気ࣄは、̙ छ接ࣄ（アース）を必ずͬߦてください。

ろ過機MSF3型 砂式
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※ࣸਅと࣮ࡍͷ機器はృ৭等Ұ෦ҟなる߹が͋Γ·すͷでྃ͝ঝください。

■༻్
༺プールͷろ過ߍֶ˔
˔、水ͷろ過༻

■特長
ᶃߴいμストัଊ量

クϩスフΟルターをࣗ動洗浄する機能を࠾༻し、フΟルター1ຊ͋ͨΓでैདྷͷ
ഒҎ্ͷμストัଊ量を࣮ݱし·しͨ。

ᶄলΤω
フΟルターͷຊがҎԼとなͬͨͨΊ、フΟルター交換ͷඅ༻なΒͼに࣌
間がܹݮし·しͨ。

ᶅ洗浄࣌間が130ඵといҝ、ै དྷ方式とൺ洗浄水は1/20とઅ水タΠプで
す。

ᶆলスϖース
フΟルターͷຊを࠷খݶとしͨͨΊ、ろ過機ͷタンク༰積がখさくなΓ、লス
ϖースを࣮ݱし·しͨ。

ࣗ動塩ૉೱ度制御ஔ

■特殊仕様・特別付属品

PFF90�F

28ຊ 42ຊ

ヘアーキャッチャー、ろ過ポンプ、クϩスフΟルター

■標準付属品

PFF30�F PFF60�F

クϩスフΟルター 14ຊ

式ܕ
෦品໊

■標準仕様

PFF30�F 洗浄׆水フΟルター 30

PFF60�F 洗浄׆水フΟルター 60

PFF90�F 洗浄׆水フΟルター 90

ࣜ　ܕ Ζաํࣜ Ζաྗ˞

N��I

■γεςϜϑϩʔྫ

ろ過ࠐٵ管
ろ過ు出管

塩ビ圧ϗース

̝̞̫̥
̝̞̫̥

ɹ߸໊ɹশه 管छ（ࢀ考）
配ɹ管ɹ材ɹ࣭ɹ۠ɹɹද

薬液注入管

໊ɹশ
ろ過タンク
ポンプ
ヘアーキャッチャー
仕切弁
逆止弁

マーク ໊ɹশ

フレキܗٿ
ࣗ動空気抜き弁

水位ܭ（̥̏ ）

マーク
γɹンɹボɹルɹマɹーɹクɹද

ࣗ動制御盤

圧力ܭ

洗浄弁

サΠϗン止Ίチャッキ弁

： をࣔすࣄܭ
： ユニットൣғをࣔす

̥
̥̏

̧̧
̧̨
̡̘

̨

̖

S

P

P

A

L

RR

RS

CL

排水

ろ過ஔ 薬注ஔ

プール
3P

■型式説明

1FF�3����F

ᶃ洗浄׆水フΟルター式ろ過ஔ
ᶄ処理水量（1 （間ͨΓ30m3࣌
。ͷ߹は、処理水量がҟなΓ·す༺プールҎ֎ͷ༻్で͝ߍֶ※
ɹ͓߹ͤください。
ᶅトップランφーޮ電動機ࡌ品

ᶃ ᶄ ᶅ

ろ過機 1FF型ΧʔτϦοδ式
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๏ਤੇܗ֎■
˔1''���F

˔1''���F

23
032

0

316 210400 150

13A（ソケット）

J*S10Kʵ65A

26
0

12
20

14
6

50
30

0
50

20

（
29

0）
20

0
20

0

20 745（基礎ϐッチ）

785（ベースサΠζ）
485 300

10
20

（
ベ

ー
ス

サ
Π

ζ
）

39
0

82
0（

基
礎

ϐ
ッ

チ
）

63
0

（
14

60
）

3

1

37

3

9 8

4

65 10 5 2

10

11

4×φ15基礎ボルト孔

J*S10Kʵ65A
ろ過水出口

40
0（

ベ
ース

サΠ
ζ

）

（
基

礎ϐ
ッチ

）

ドレンɹRc1

洗浄水出口ɹRc1

10
0

RQ ½
໓ە液注入口

原水入口

10
0

フΟ
ル

タ
ー

交
換

ス
ϖ

ー
ス

ɹ
90

0Ҏ
্

ヘアーキャッチャードレン

Rc ½
ଌఆ水取出口

23
0

32
0

317

（
33

0）

（
37

0）50

545400

J*S10Kʵ80A

54
0

12
20

165

50
0

73

J*S10Kʵ80A

330

20
0

20
030

0
50

20 1090（基礎ϐッチ）

1130（ベースサΠζ）
800

68
0

11
80

（
ベ

ー
ス

サ
Π

ζ
）

98
0（

基
礎

ϐ
ッ

チ
）

20

（
14

80
）

3 1

3

5

5 2

9 8

6
4

7 3
10

11

4×φ15基礎ボルト孔

ろ過水出口

40
0（

ベー
スサ

Πζ
）

（基
礎ϐ

ッチ
）

洗浄水出口 Rc1 ¡
ドレン Rc1 ¡

10
0

10
0

RQ ½
໓ە液注入口

10

ɹ13A（ソケット）
ヘアーキャッチャードレン

原水入口

フΟ
ルタ

ー交
換ス

ϖー
スɹ

90
0Ҏ

্

Rc ½
ଌఆ水取出口

૩࣭量：280kgס
運転࣭量：480kg

˔෦品໊শද
部　品　名No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ろ過タンクユニット

ヘアーキャッチャー

όタフラΠ弁

逆止弁

૬フランジ

ポンプ

ࣗ動洗浄弁

空気抜きコック

ࣗ動空気抜き弁

圧力ܭ

共通ベッド

࣭　ࡐ

SUS304

߹थࢷ

ADC12

FC200

SUS304

FC200

CAC

SUS304

SUS304

ʵ

SS400

૩࣭量：460kgס
運転࣭量：880kg

部　品　名No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ろ過タンクユニット

ヘアーキャッチャー

όタフラΠ弁

逆止弁

૬フランジ

ポンプ

ࣗ動洗浄弁

空気抜きコック

ࣗ動空気抜き弁

圧力ܭ

共通ベッド

࣭　ࡐ

SUS304

߹थࢷ

ADC12

FC200

SUS304

FC200

CAC

SUS304

SUS304

ʵ

SS400

˔෦品໊শද

˔1''���F

12
70

（
ベ

ー
ス

サ
Π

ζ
）

10
70

（
基

礎
ϐ

ッ
チ

）

30
0

20
0

（
32

0）
23

0
32

0
（

34
0）50

692 400

ドレン

560

66
8

12
20

195

11
8

52
0

20
0

50

20 1555（基礎ϐッチ）

1595（ベースサΠζ）
1205

75
0

390
20

（
14

90
）

13

37

5

3

9 8

2

6
4

10

10

11

5

J*S10Kʵ125A
ろ過水出口

40
0（

ベー
スサ

Πζ
）

（基
礎ϐ

ッチ
）

Rc1 ½
洗浄水出口

Rc1 ½

4×φ15基礎ボルト孔

100
100

RQ ½
໓ە液注入口

フΟ
ルタ

ー交
換ス

ϖー
スɹ

90
0Ҏ

্

J*S10Kʵ125A
原水入口

ヘアーキャッチャードレン
ɹ13A（ソケット）

Rc ½
ଌఆ水取出口

部　品　名No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

࣭　ࡐ

運転࣭量：1280kg
૩࣭量：660kgס

˔෦品໊শද

ろ過タンクユニット

ヘアーキャッチャー

όタフラΠ弁

逆止弁

૬フランジ

ポンプ

ࣗ動洗浄弁

空気抜きコック

ࣗ動空気抜き弁

圧力ܭ

共通ベッド

SUS304

SUS304

ADC12

FC200

SUS304

FC200

CAC

SUS304

SUS304

ʵ

SS400

ろ過機1FF型 ΧʔτϦοδ式
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■Ζաஔͷબఆʹඞཁͳใ

■༻్
˔Ҫށ水ར༻（আమ・আマンΨン、আ）
˔Ӎ水ར༻（আ）

■特長
ᶃ༏れͨろ過ੑ能

আమ・আマンΨン༻ͷろ材はੑߴ能ͷಛघ接৮ࢎԽろ材を࠾༻。
·ͨ、আ༻ͷろ材は 2 式を࠾༻、圧力ଛࣦでߴいろ過ੑ能を発شし·す。

ᶄろ過タンク内面に水ಓ༻ΤポキγృをコーςΟンά、Ӵੜ্҆શ
ろ過タンクは SS400 製で内面には水ಓ༻Τポキγృྉを༻してい·すͷ
で、Ӵੜ্҆શで、·ͨ、ৰੑに༏れてい·す。

ᶅૢ࡞が༰қ
ろ過ஔ༻制御盤にはૢ࡞が༰қでݟすいタッチύωル式を࠾༻。

電源入

ঢ়ଶ

基ຊ 200101݄01（ɹ）0101࣌01ඵ

動࡞

ろ過ஔ弁

ঢ়ଶ ろ過ஔ弁

ผݸ

る012
012

ใܯ

薬注
水弁څิ

ใܯ なし

動࡞ ろ過ஔ弁
る ผݸ る

ろ過 薬注ポンプ

水弁څิ γスςϜ設ఆ

運転Մ動࡞બ ʁ

012
012

શఀ止

։࠶࢝ੜ処理 ʁఀ止

ใܯ
ろ過ポンプނো ใ発ੜܯ

ݸ01

るཤྺϦセット

˛

˛

ろ過ஔͷબఆにはҎԼͷใが必要となΓ·す。
ᶃ原水ͷछྨ 	 Ҫށ水、Ӎ水、ۀ༻水、ͦ ͷଞ 

ᶄ原水ͷੳ͓よͼ処理ޙͷر
ᶅろ過処理水ͷ༻్
ᶆ要ٻ処理水量 	1 ͋ͨΓm3/ 、1 
間͋ͨΓm3/HS࣌
ᶇૢ࡞方๏ 	 ࣗ動、ख動 

ᶈ設ஔॴ 	 内、֎ 


■型式説明

5%5�������ʢSʣ˞���"7���F*

ᶃTDT2：Ҫ水、আ༻（SS タンク、 2000̝）
ᶄౝܘ（mm）
ᶅAV ：ࣗ動（5 方弁）ɹMV：ख動（5 方弁）
ᶆ̛  ̞ ：আమ・আマンΨン
ɹFS ：আ
※S： 1500H ͷ߹（আにݶる）

ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ

■標準仕様

※1）制御盤はผஔきになΓ·す。
※2）మ、マンΨン༝དྷͷ৭度にݶる。

ろ過方式

運転方式
取ѻ液

আڈՄ能࣭

設ஔॴ
圧力༺ߴ࠷

ろ過タンク

ろ材

ろ過༻制御弁
લ面配管

制御盤※1）

保ޢஔ

盤面දࣔ

֎෦出力（ແ電圧 B 接）
ృ৭

通ৗදࣔ
ҟৗ࣌

আమ・আマンΨン ：接৮ࢎԽ � Ճ圧࠭式
আ ：Ճ圧࠭式
水位によるࣗ動運転
Ҫށ水、Ӎ水（水温 ：0ʙ50ˆ）
আమ・আマンΨン ：మ、マンΨン、度、৭度※2）

আ ：度
内 / ֎
0.39MPB
材࣭：SS400
内面：Τポキγथࢷృ
֎面ృ৭：7.5BG  5/1.5
আమ・আマンΨン ：接৮ࢎԽろ材
আ ：আ༻ろ材
電動ޒ方弁
材࣭：SUS304
ポンプຖ：࿙電ःஅ器、2E サーマルしくは 3EϦレー
運転ঢ়ଶ（ろ過・逆洗・洗浄）・࣌
ろ過ポンプނো・空転止・薬液ݮ
ろ過運転、Ұׅނো
マンセル 5:7 ʗ 1

͝。ը面とҟなる߹が͋Γ·す࡞ͷૢࡍ࣮※ ྃঝください。

ろ過機 5%5�型砂式
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■ॲཧγεςϜͷ֓ཁ

■標準ϑϩʔγʔτ

আమɾআϚϯΨϯϑϩʔγʔτ

Ӎਫআϑϩʔγʔτ

Ҫ水、Ӎ水தͷΓをআڈし·す。ςラルআろ過方式は、ろશମ
を༗ޮにར༻し、࣭をେ量͔ͭਫ਼ີにআڈするߏとしてい·すͷ
でظ間҆ఆしͨろ過がՄ能です。 

Ҫ水தにమ・マンΨンがଘࡏすると、度、৭度ͷ原Ҽ、配管ͷ٧
·ΓなͲͷ原ҼとなΓ·す。 ͦͷͨΊమ・マンΨンをআڈする必要が
͋ Γ · す。（ҿ ྉ 水 基 ४：మ：0.3mg/L Ҏ Լ、マ ン Ψ ン：
0.05mg/L ҎԼ）ςラルআమ・আマンΨンろ過ஔͷろ材は、セラ
ϛックをମにಛघՃをࢪしͨ接৮ࢎԽろ材を࠾༻。҆ఆしͨమ・
マンΨンͷআڈをՄ能にし·す。

আॲཧ

আమɾআϚϯΨϯॲཧ

̢

ろ過ポンプ

Ҫށポンプ

̛

逆洗ポンプ

̡

注入ஔࡎԽࢎ

̡

注入ஔろ過ஔࡎूڽ
原ɹ水ɹ૧ 処理水૧

̢
্水

Ӎ水ஷཹ૧࠭૧ 処理水૧

̢

ろ過ஔ

̢

ろ過ポンプ 逆洗ポンプ

্水

Ӎ水

排水ຟ

̛

薬液注入ஔ

̡

ਫʢҪਫʣͷਫ࣭ਪݪ■
 。લに、原水（Ҫ水）ͷ水࣭ੳදを入खしてくださいࣄ
మ・マンΨンೱ度はͪろΜͷ͜と、Ҫ水தにはమ・マンΨンͷআڈを્する
がؚ·れている͜とが͋Γ·す。
。Լදͷ߲を໌Β͔にして͓く必要が͋Γ·す、ݶ࠷

NP. ߲ɹɹ උɹɹɹ考  ਪ 

1 మ 3mg/LҎԼ 

2 マンΨン フϛン࣭と݁߹しͨマンΨンは
আڈでき·ͤΜ 

1mg/LҎԼ 

3 ̝̿  
 になるࠔがڈい߹： మͷআߴ
い߹： マンΨンͷআڈがࠔ
ɹɹɹɹ  になる 

6.5ʙ8.6 

4 ৭度 మ・マンΨンに༝དྷするண৭͔அ
する 

 

5 શߗ度 
・度がੳ出し、ろ材ߗ ：߹いߴ
配管がด࠹するڪれが͋る
い߹： మͷআڈがࠔになる   

50ʙ100mg/L 

ఔ度 

6 ༗機（T0C） మ・マンΨンと݁߹してআڈがࠔに
なる 

1mg/LҎԼ 

7 ΠΦンঢ়γϦΧ మと݁߹してআڈがࠔになる 20mg/LҎԼ 

8 アンϞニアੑૉ మ・マンΨンͷࢎԽをする 1mg/LҎԼ 

9 塩ԽΠΦン ۚଐྨͷ৯をॿする 200mg/LҎԼ 

༗機と݁߹しͨమ（フϛンࢎమ、
フルボࢎమ）、 ケΠࢎమはআڈで
き·ͤΜ 

ろ過機5%5�型 砂式
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๏ਤੇܗ֎■

原水入口

1

8

4
7
6

2
5

3

5

7
6

9 20
00 A

逆洗・洗浄水出口 ろ過水出口

C

B

圧力ݩܭコック6

Լ෦マンϗール

水コックݕ
্෦マンϗール

9
8
7

電動ޒ方弁

圧力ܭ

空気抜弁

ろ過タンク

ドレン弁
3
4
5

2
1
No. 部　品　名

2

1
1
2

1
1
2

1
1

個数

■෦品ද

ओཁੇ๏

�ࣜ　　　　ܕ

TDT2�450�AV
TDT2�500�AV
TDT2�600�AV
TDT2�700�AV
TDT2�800�AV
TDT2�900�AV
TDT2�1000�AV
TDT2�1100�AV
TDT2�1250�AV
TDT2�1400�AV
TDT2�1600�AV
TDT2�1800�AV
TDT2�2000�AV

1.6
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
8.0

10.0
13.0
16.0
20.0
26.0
32.0

5.6
6.8
9.9

13.5
17.6
22.2
27.4
33.2
43.0
53.8
70.3
89.0

110.0

450
500
600
700
800
900

1000
1100
1250
1400
1600
1800
2000

810
970

1320
1820
2310
2840
3480
4160
5460
6800
8950

11340
14510

40A
40A
40A
50A
65A
65A
80A
80A

100A
100A
125A
125A
125A

680×920
730×970

830×1070
930×1210

1030×1350
1130×1450
1230×1650
1330×1770
1480×1980
1630×2130
1830×2440
2030×2660
2240×2860

2710
2740
2780
2900
2960
3000
3040
3150
3100
3180
3250
3400
3480

ӡసॏྔ
LH

ిಈ5ํห
ܘޱ

ॲཧਫྔ
ʢLV�10ʣ
N��HS

ચਫྔٯ
ʢLV��5ʣ
N��HS λϯΫܘ

NN
શߴA
NN

B̫ C
NN

■ੇ๏ද

はه্※ 2000H ͷ߹です。

ろ過機 5%5�型砂式
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※ࣸਅと࣮ࡍͷ機器はృ৭等Ұ෦ҟなる߹が͋Γ·すͷでྃ͝ঝください。

ਤߏ๏ਤ・෦ੇܗ֎■

˔෦品໊শද
No. 部品名 数ྔ
1 ケーγンά 1
2 ݕΧόー 1
3 0Ϧンά 1
4 ストレーφ 1
5 ֯ボルト 6
6
7

ドレン抜き 1

8
൘ 1

9
空気抜きコック 1
ϊϒ 6

■ੇ๏ද

ࣜ　ܕ *N 0UT LHྔ࣭ࢉ֓
HCL32
HCL40
HCL50
HCL65

Rc1¡
Rc1½
Rc2

Rc2½

Rc1¡
Rc1½
Rc2

Rc2½

7

RQ½
RQ½
RQ½
RQ½

υϨϯαΠζ

■༻్
˔プール、ཋ૧等ͷໟআڈ༻

■特長
ᶃओ要෦品がथٴࢷͼスςンレスでߏされて͓ΓӴੜతです。
ᶄݕΧόーがಁ໌ですͷで内෦ͷストレーφが֎͔Β͑ݟ、ݕ・ਗ਼がジ

ャストタΠϜで͑ߦ·す。
ᶅ۩を༻ͤず、ݕΧόーがはずͤ·すͷで、ۀ࡞ݕが༰қに͑ߦ·す。
ᶆܰ量ですͷで、ਾ͑付けۀ࡞が༰қに͑ߦ·す。
ᶇߴ࠷༻圧力 0.29MPB、ߴ࠷༻温度 60ˆとੑٱに༏れてい·す。

˔)$-ʢݺশܘ��ʙ��NNʣ ˔)$4ʢݺশܘ��ʙ���NNʣ ˔)$ʢݺশܘ���ʙ���NNʣ

)$-型

ࣜ　ܕ *N 0UT LHྔ࣭ࢉ֓
HCS80
HCS100×80
HCS100

J*S10K�80A
J*S10K�100A
J*S10K�100A

J*S10K�80A
J*S10K�80A

J*S10K�100A

32
33
34

RQ½
RQ½
RQ½

υϨϯαΠζ
)$4型

ࣜ　ܕ *N 0UT LHྔ࣭ࢉ֓
HC125
HC125×80
HC125×100
HC150
HC150×80
HC150×100
HC150×125

J*S10K�125A
J*S10K�125A
J*S10K�125A
J*S10K�150A
J*S10K�150A
J*S10K�150A
J*S10K�150A

J*S10K�125A
J*S10K�80A

J*S10K�100A
J*S10K�150A
J*S10K�80A

J*S10K�100A
J*S10K�125A

43
43
43
46
46
46
46

RQ½
RQ½
RQ½
RQ½
RQ½
RQ½
RQ½

υϨϯαΠζ
)$型

■型式説明
HCL ࢷʜケーγンά材࣭ɹथ ܕ
HCS ʜケーγンά材࣭ɹSUS304 ܕ
HC ʜケーγンά材࣭ɹSUS304 ܕ

HCSܕ

̍̐ ̌̍̐ ̌

̎̕
̍

φ̎
̓̑

̍̑
̑B

̞̣ ̤̪ ̩

̌̕

×̎φ̍ ̌ ̑̌

̍̕
̌

̍̒
̑φ̍

̎̑

̍̏
̑

̎̍
̑

ɹ
̍̎

A

̏̏
̏

̍

̒

̔̕

̓

̑̏̎

36
5

φ̏
̐̌

（
̏̑

̏
）

̍̕
̌

̍̑
2̍ ̑ 190

̍̒ ̑
̎̑ ̌

̎̎
̌

̍̎
̑

48
0

̞̣

̤̪ ̩

（
̒̍

̒
）

̏

̑̎̔̕7̍

̐

̒

̍̔
̑

φ̏ ̎̌

̏̐
̌

̍̑
̌

̓̔
.̑̑

̎̏ ̌̎̏ ̌

̏̌
̌

φ̎ ̌̌

φ̏
̒̑

×̏φ̍ ̑
̏等

̍̕ ̔
̑

̓

̏

̐

̎̎ ̎̎

̞̣

̤̪ ̩

̒

（
̎̌

̒
）

̎
̍̒

̌

̒̑
̌

ろ過機)$型 ετϨʔφ式
ϔΞʔΩϟονϟʔ
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■ஔѹྗଛࣦ

TDTM�30A	W


TDTM�50A	W


■আమ・আϚϯΨϯੑද
ʪ各機छ࠷େ水量通水࣌ʫ

水ಓ水基४（FF）

水ಓ水基४（MO）

TDTM�50A（W）

φ450×1000H

240kg
 400kg

50L/mJO
50L/mJO Ҏ্

50L/mJO ఔ度

TDTM�30A（W）

φ370×1000H

190kg 
 280kg

34L/mJO
34L/mJO Ҏ্

34L/mJO ఔ度 

໊ɹশ
ɹ式 注ܕ 1）

仕༷圧力ߴ࠷

ろ    材
LV（ઢ度）

૩重量（ろ材ؚΉ）ס
運転重量
設ஔॴ

材    ࣭
内 ܘ ×  

処 理 ߲ 
࠷ େ మ ೱ 度
େマンΨンೱ度࠷
࠷ େ 処 理 水 量
水    量
࣌ 間（  ҆ ）
水    量
࣌ 間（  ҆ ）
保 ޢ 等 ڃ
タ ン ク ༰ 量
 ༻ 薬 液

ろ過タンク

ろ過ੑ能

逆ɹ洗

洗ɹ浄 注 2）

制御盤

薬注ஔ

■標準仕様

注 1
 洗浄機能付タΠプはŊܕ式ඌにʲ W ʳが付き·す。
注 2
TDTM�AW タΠプͷΈ

আమ・আマンΨンろ過ஔ

0.39MPB 
SUS304

マンΨン࠭
19m/HS

内ʗ֎（ݢԼ）
మ・マンΨン

7mg ʗ L
1mg ʗ L

5 ʙ 10  / ճ 

3 ʙ 5  / ճ
*P33
25L

φトϦϜࢎѥ塩ૉ࣍

※ࣸਅと࣮ࡍͷ機器はృ৭等Ұ෦ҟなる߹が͋Γ·すͷでྃ͝ঝください。

ઙҪށ・ਂ Ҫށ水தポンプと
ซ༻して͝ར༻ください。

■༻్

■特長

˔Ҫށ水ͷআమ・আマンΨン

ᶃҪށ水にؚ·れるమマンΨンをআڈ。
ᶄ面な逆洗શࣗ動制御。
ᶅ薬注ஔをろ過器ຊମとҰମԽ。
ᶆࡺͼないスςンレスタンクでӴੜత。

■型式説明

5%5M������"�8
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ

ᶃ製品ܕ式
ᶄ࠷େ処理水量 50：50L/mJO
 30：34L/mJO
ᶅ運転方式：ࣗ動式（ख動式はແし）
ᶆ洗浄機能付

ਫʢҪਫʣͷਫ࣭ਪݪ■
 。લに、原水（Ҫ水）ͷ水࣭ੳදを入खしてくださいࣄ
మ・マンΨンೱ度はͪろΜͷ͜と、Ҫ水தにはమ・マンΨンͷআڈを્する
がؚ·れている͜とが͋Γ·す。
。Լදͷ߲を໌Β͔にして͓く必要が͋Γ·す、ݶ࠷

NP. ߲ɹɹ උɹɹɹ考  ਪ 

1 మ 7mg/LҎԼ 

2 マンΨン フϛン࣭と݁߹しͨマンΨンはআڈでき
·ͤΜ 1mg/LҎԼ 

3 ̝̿  になるࠔがڈい߹： మͷআߴ 
い߹： マンΨンͷআڈがࠔになる 

6.5ʙ8.6 

4 ৭度 మ・マンΨンに༝དྷするண৭͔அする  

5 શߗ度 
度がੳ出し、ろ材・配管がߗ ：߹いߴ
ɹɹɹɹ  ด࠹するڪれが͋る
い߹： మͷআڈがࠔになる   

50ʙ100mg/L 
ఔ度 

6 ༗機（T0C） మ・マンΨンと݁߹してআڈがࠔになる 1mg/LҎԼ 
7 ΠΦンঢ়γϦΧ మと݁߹してআڈがࠔになる 20mg/LҎԼ 
8 アンϞニアੑૉ మ・マンΨンͷࢎԽをする 1mg/LҎԼ 
9 塩ԽΠΦン ۚଐྨͷ৯をॿする 200mg/LҎԼ 

༗機と݁߹しͨమ（フϛンࢎమ、フルボ
 でき·ͤΜڈమはআࢎమ）、 ケΠࢎ

ঃమɾঃϚϯΨϯஔ 5%5M型
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■දϑϩʔ

໊ɹশ
電動三方弁
圧力ܭ
ࣗ動制御盤
ྲྀ量センサー
ॠ間ྲྀ量ܭ
ユニΦン

マーク
γɹンɹボɹルɹマɹーɹクɹද

໊ɹশ マーク
ポンプ
仕切弁
逆止弁
サΠϗン止Ίチャッキ弁
圧弁ݮ
࠭ し͜器

TDTM-Aܕ

TDTM-AWܕ

ऄ口

ポンプ༻
্ユニット

Ҫ水څڙポンプ

࠭ し͜器

C
L 薬

注
装
置

電源
1φ×100V

আమ・আマンΨンろ過ஔ

̍ɽろ過ஔを֎へ設ஔする߹はࣹޫをආけ、෩ӍにさΒされないように
 してください。·ͨ、ౚ݁ͷڪれが͋る߹は、保温処理をߦなͬてください。
̎ɽろ過ஔͷߴ࠷༻圧は̌ ɽ̢̏̕ ̥̰ です。
 ͦれҎ্ͷ圧力が͔͔る߹は、ろ過ஔ̍࣍ଆへݮ圧弁を設ஔしてください。
̏ɽろ過水出口・逆洗水出口ラΠンには、
 必ず、仕切弁（ྲྀ量ௐ༻）を設ஔしてください。
̐ɽʮҪ水څڙポンプʙろ過ஔʯ間には、ॠ間ྲྀ量ܭを設ஔしてください。
̑ɽ各ஔͷपғには、ݕ・म理が͑ߦるスϖースを֬保してください。
̒ɽҪ水څڙポンプは、必ず、圧力ݕによΓʮࣗ動ى動ʗࣗ動ఀ止ʯするͷを
。ください༺͝ 

ͷҙ্ࢪ

ಈ࡞આ໌ ̍ɽऄ口を։けるとҪ水څڙポンプがࣗ動తにى動し、ろ過ஔへ通水をߦい·す。
 通水されͨҪ水は、ろ過ஔにてআమ・আマンΨン処理され·す。
̎ɽ薬注ஔは、ろ過ஔへ通水されͨ水量にൺྫして、ࢎԽࡎを注入し·す。
̏ɽऄ口をดΊると、Ҫ水څڙポンプと薬注ஔはࣗ動తにఀ止し·す。
̐ɽ制御盤にて設ఆしͨ࣌間に、ࣗ 動తに逆洗運転をߦない·す。
※逆洗ऴྃޙͷॳظ水は、しΒくऄ口よΓ排水（洗浄ఔ）してください。
 ·ͨ、逆洗தは処理水が出·ͤΜ。

R

M

P

F

F

̢

̛̛ ̧ ̥ ̢

逆洗・洗浄排水

̢

̘̫ ̫̍ ɽ̎̑ɻ ̘̏

洗浄弁
（ඪ४ෟଐ品）

をࣔすࣄܭ：

໊ɹশ
電動三方弁（洗浄弁）
圧力ܭ
ࣗ動制御盤
ྲྀ量センサー
ॠ間ྲྀ量ܭ
ユニΦン

マーク
γɹンɹボɹルɹマɹーɹクɹද

໊ɹশ マーク
ポンプ
仕切弁
逆止弁
サΠϗン止Ίチャッキ弁
圧弁ݮ
࠭ し͜器

̍ɽろ過ஔを֎へ設ஔする߹はࣹޫをආけ、෩ӍにさΒされないように
 してください。·ͨ、ౚ݁ͷڪれが͋る߹は、保温処理をߦなͬてください。
̎ɽろ過ஔͷߴ࠷༻圧は̌ ɽ̢̏̕ ̥̰ です。
 ͦれҎ্ͷ圧力が͔͔る߹は、ろ過ஔ̍࣍ଆへݮ圧弁を設ஔしてください。
̏ɽろ過水出口・逆洗水出口ٴͼ洗浄水出口ラΠンには、
 必ず、仕切弁（ྲྀ量ௐ༻）を設ஔしてください。
̐ɽʮҪ水څڙポンプʙろ過ஔʯ間には、ॠ間ྲྀ量ܭを設ஔしてください。
̑ɽ各ஔͷपғには、ݕ・म理が͑ߦるスϖースを֬保してください。
̒ɽҪ水څڙポンプは、必ず、圧力ݕによΓʮࣗ動ى動ʗࣗ動ఀ止ʯするͷを
。ください༺͝ 

ͷҙ্ࢪ

ಈ࡞આ໌ ̍ɽऄ口を։けるとҪ水څڙポンプがࣗ動తにى動し、ろ過ஔへ通水をߦい·す。
 通水されͨҪ水は、ろ過ஔにてআమ・আマンΨン処理され·す。
̎ɽ薬注ஔは、ろ過ஔへ通水されͨ水量にൺྫして、ࢎԽࡎを注入し·す。
̏ɽऄ口をดΊると、Ҫ水څڙポンプと薬注ஔはࣗ動తにఀ止し·す。
̐ɽ制御盤にて設ఆしͨ࣌間に、ࣗ 動తに࠶ੜ処理（逆洗・洗浄運転）をߦない·す。
。ੜ処理தは、処理水が出·ͤΜ࠶※

R

M

P

F

F

F PR

M

M F

C
L

逆洗排水

電源
1φ×100V

ऄ口

ポンプ༻
্ユニット

Ҫ水څڙポンプ

࠭ し͜器

薬
注
装
置

আమ・আマンΨンろ過ஔ

ঃమɾঃϚϯΨϯஔ5%5M型
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๏ਤੇܗ֎■
TDTM-�0Aܕ

TDTM-50Aܕ

タンク٭෦ৄࡉਤ

タンク٭෦ৄࡉਤ

注̎）

注̎）

注̎）

̎̏ ̔ ̎̌ ̎

̏̐ ̕
（̎̒ ̔）

（̑̔ ̐）

盤൶։์࣌
（̎̎ ̌）

˘̏̏ ̌

̑̎
̔

̎̏
̏

̒̒
（

̔̒
̌

）

̍̌
̌̌

̑̌
̎ ̒̒

̑ ̔̒
̑

̓̑
̑

（
̍̍

̌̌
）

̍̐
̑

̎̌
̑

ɽ̑
̍̎

ɽ̑

̎̕ ̍ ×̏φ̍ ̎

原水入口 ̎ ̖̌
（塩ビソケット）

逆洗水出口 ̎ ̖̌
（塩ビソケット）

ろ過水出口 ̎ ̖̌
（塩ビソケット）

※制御盤位ஔมߋՄ能

φ̐ ̓̌

̍̐̏

̎ ̔

̑

̍̍ ̒ ̓ ̍̌̍̎

̍̏
̑

˃̍̏
̑

˃

̌̕ ˃

φ̏ ̓̌

̍̌
̌

̕

注̎）

注̎）

注̎）

̎̌ ̒̎̓ ̐

̎̓
̏

（̏̌ ̕）

盤൶։์࣌
（̎̎ ̌）

̐̌
̌ ̑̌

̌
̔̏

̎̍̌
̌̌

原水入口 ̎ ̖̑
（塩ビソケット）

逆洗水出口 ̎ ̖̑
（塩ビソケット）

ろ過水出口 ̎ ̖̑
（塩ビソケット）

̌̕ ˃

̒ ̍̌̍̎ ̐

̏̕ ̎
（̒̓ ̌）

̑̒
̔

̓̓
（

̒̕
̌

）

̍

̎

̏

̑

̓

̔

̍̕
̍

φ̐ ̑̌

̍̎
ɽ̑̎̐

̑
ɽ̑

̍̓
̐

̏̐ ̓

φ̑ ̑̑

˘̏̏ ̌

×̏φ̍ ̎

̍̏
̑

˃ ̍̏
̑

˃

̓̑
̑

（
̍̍

̌̌
）

※制御盤位ஔมߋՄ能

̍̍

̕

ドレンόルϒ ̧ ½

ドレンόルϒ ̧ ½

個数 .No࣭　ࡐ 部　品　名

注1）ౚ݁ͷڪれが͋る߹は、保温処理をߦなͬてください。 注2）各出入口配管ラΠンには、必ず仕切弁を設ஔしてください。

■෦品ද

SUS304
接৮ࢎԽろ材
PVC
VP
VP
CAC406

1
1
1
1
1
2

1
2
3
4
5
6

ろ過タンク
ろ材
্֖
水管ࢄ
ू水ஔ
電動三方弁

個数 .No࣭　ࡐ 部　品　名
C3771BE
PE

ABS
VP

1
1
1
1
1

1式

7
8
9

10
11
12

空気抜弁
薬液タンク
薬注ポンプ
ྲྀ量センサー
制御盤
લ面配管ɹ注1）

ঃమɾঃϚϯΨϯஔ 5%5M型
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๏ਤੇܗ֎■
TDTM-�0AWܕ

TDTM-50AWܕ

個数 .No࣭　ࡐ 部　品　名

注1）ౚ݁ͷڪれが͋る߹は、保温処理をߦなͬてください。
注2）各出入口配管ラΠンには、必ず仕切弁を設ஔしてください。

■෦品ද

SUS304
接৮ࢎԽろ材
PVC
VP
VP
CAC406
C3771BE
PE

ABS
VP

1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1

1式

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

ろ過タンク
ろ材
্֖
水管ࢄ
ू水ஔ
電動三方弁
空気抜弁
薬液タンク
薬注ポンプ
ྲྀ量センサー
制御盤
લ面配管 注1）

注̎）

注̎）

̎̌ ̒̎̓ ̐

̎̓
̏

（̏̌ ̕）

̐̌
̌ ̑̌

̌
̔̏

̎̍̌
̌̌

原水入口 ̎ ̖̑
（塩ビソケット）

逆洗水出口 ̎ ̖̑
（塩ビソケット）

̎̑ （̖塩ビソケット）
※ෟଐͷ洗浄弁へ接続

̌̕ ˃

̒ ̍̌̍̎ ̐

̑̒
̔

̓̓
（

̒̕
̌

）

̍

̎

̏

̑

̓

̔

̍̕
̍

φ̐ ̑̌

̍̎
ɽ̑̎̐

̑
ɽ̑

̍̓
̐

̏̐ ̓

φ̑ ̑̑

˘̏̏ ̌

×̏φ̍ ̎

̍̏
̑

˃ ̍̏
̑

˃

̓̑
̑ （

̍̍
̌̌

）

※制御盤位ஔมߋՄ能

（̓̍ ̌）
̐̏ ̍

盤൶։์࣌
（̏̎ ̌）

̍̍

̕

ʻ̩ ̙̩ ̢ɻ ʼྫࢪɹܕ̬̖

逆洗排水出口

ɹ洗ɹ浄ɹ弁ɹ

（ඪ४付ଐ品）

ɹྲྀ量ௐ弁 注̎）
ろ過水出口

原水入口

洗浄排水出口

ғൣࢪݱ

注̎）

注̎）

タンク٭෦ৄࡉਤ

タンク٭෦ৄࡉਤ

̎̏ ̔ ̎̌ ̎
（̎̒ ̔）

˘̏̏ ̌

̑̎
̔

̎̏
̏

̒̒
（

̔̒
̌

）

̍̌
̌̌

̑̌
̎ ̒̒

̑ ̔̒
̑

̓̑
̑

（
̍̍

̌̌
）

̍̐
̑

̎̌
̑

ɽ̑
̍̎

ɽ̑

̎̕ ̍ ×̏φ̍ ̎

原水入口 ̎ ̖̌
（塩ビソケット）

逆洗水出口 ̎ ̖̌
（塩ビソケット）

̎̌ （̖塩ビソケット）
※ෟଐͷ洗浄弁へ接続

ドレンόルϒ ̧ ½

※制御盤位ஔมߋՄ能

φ̐ ̓̌

̍̐̏

̎ ̔

̑

̒ ̓ ̍̌̍̎

̍̏
̑

˃̍̏
̑

˃

̌̕ ˃

φ̏ ̓̌

̍̌
̌

̏̕ ̍
（̒̏ ̌）盤൶։์࣌

（̏̎ ̌）
̍̍

̕

ドレンόルϒ ̧ ½

ঃమɾঃϚϯΨϯஔ5%5M型
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■仕様ද

■༻్

PTS�120PTS�50PTS�30

γϦーζ໊ ಛɹɹ దɹɹ༻

30

P;�60
60
0.8

PW�60
60

CLPW�60
60

P;�30 60 100

PW�30 60 100

CLPW�30 60 100

注）ύルスൺྫ制御をߦなう߹は、ผ్ύルス発信式ྲྀ量ܭが必要です。

Ұൠ薬品༻؆қܕɹɹ※ඍ量注入設ఆෆՄ
Ұൠ薬品༻ɹɹɹɹɹ※ඍ量注入設ఆՄ
ύルスൺྫ制御付
PW ѥઐ༻品ɹ※ඍ量注入設ఆՄ࣍ͷܕ
ύルスൺྫ制御付、ΠンラΠン式ࣗ動Τア抜き機ߏ

॥ろ過ラΠンへͷ注入

॥ろ過・̍ύスろ過ラΠンへͷ注入
水量ม動ͷແいҪށ・༲水ポンプ̎ ଆ等へͷ注入࣍
水量ม動ͷՃ圧څ水ポンプ̎ ଆ等へͷ注入（ύルスൺྫ制御）࣍

P;�30
30
1.0

PW�30
30

15
CLPW�30

30

15
φ4×φ9

P;�30
30
1.0

PW�30
30

15
CLPW�30

30

15
φ4×φ9

P;�30
30
1.0

PW�30
30

15
CLPW�30

30

15
φ4×φ9

1.0

1.0

1.0

1.0

18

18
φ6×φ11

18

18
φ6×φ11

P;�100
100
0.4

PW�100
100
0.7

CLPW�100
90
0.7

P;�100
100
0.4

PW�100
100
0.7

CLPW�100
90
0.7

1.0

1.0

18

18
φ6×φ11

P;�100
100
0.4

PW�100
100
0.7

CLPW�100
90
0.7

50
PE

P;�60
60
0.8
16

PW�60
60

CLPW�60
60

AC100ʙ240V

120

P;�60
60
0.8

PW�60
60

CLPW�60
60

機ɹɹछ

タ ン ク ༰ 量（L）
タ ン ク 材 ࣭

薬 注 ポ ン プ 接 続 ϗ ー ス
電 源

γ Ϧ ー ζ ໊
࠷ େ ు 出 量（ὥ /῾）
࠷ େ ు 出 圧 力（MPB）
出 力 （ W ）
γ Ϧ ー ζ ໊
࠷ େ ు 出 量（ὥ /῾）
࠷ େ ు 出 圧 力（MPB）
出 力 （ W ）
γ Ϧ ー ζ ໊
࠷ େ ు 出 量（ὥ /῾）
࠷ େ ు 出 圧 力（MPB）
出 力 （ W ）

※ࣸਅと࣮ࡍͷ機器はృ৭等Ұ෦ҟなる߹が͋Γ·すͷでྃ͝ঝください。

˔プール、ཋ૧等ͷەࡴ༻
˔্Լ水ಓͷەࡴ༻
˔আమ・আマンΨン処理等ͷ水処理ఔに͓けるࢎԽࡎ注入༻
˔ͦͷଞ薬液ͷ注入

■標準付属品
サΠフΥン止Ίチャッキ弁
薬液注入ϗース（3m）
薬注ポンプΤア抜きϗース（1.7m）
液面ܭ


ࡌ
Մ

薬
注
ϙ
ϯ
ϓ

˔ༀϙϯϓৄࡉ説明

■型式説明

15S��������18�3��75$F�)8+�53

ᶃPTS 薬注ஔܕ
ᶄ薬液タンク༰量（50L）
ᶅ薬注ポンプܕ式（PW�30�VTCF�HWJ�TR （ܕ

ᶃ ᶄ ᶅ

ༀӷೖஔ 15S型
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๏ਤੇܗ֎■
154���

154���

154����

1
2
3
4

5

6
7
8
9

10

薬注ポンプ
タンク
ポンプΧόー
入口フタ
ドレンキャップ
ドレンコック（ಛผ付ଐ品）
サクγϣンόルϒ
液面ܭ
フϩートスΠッチ（ಛผ付ଐ品）
サΠϗン止Ίチャッキ弁
ϗース

No. 部　品　名

1
2
3
4

5

6
7
8
9

10

薬注ポンプ
タンク
ポンプΧόー
入口フタ
ドレンキャップ
ドレンコック（ಛผ付ଐ品）
サクγϣンόルϒ
液面ܭ
フϩートスΠッチ（ಛผ付ଐ品）
サΠϗン止Ίチャッキ弁
ϗース

No. 部　品　名

1
2
3
4

5

6
7
8
9

10

薬注ポンプ
タンク
ポンプΧόー
入口フタ
ドレンキャップ
ドレンコック（ಛผ付ଐ品）
サクγϣンόルϒ
液面ܭ
フϩートスΠッチ（ಛผ付ଐ品）
サΠϗン止Ίチャッキ弁
ϗース

No. 部　品　名

（̏̏ ̑）

̏̒
（̌

ア
ン

Χ
ー

ϐ
ッ

チ
）

̍̒ ̑ ×̎φ̍ ̍

̏̑
̌

（
̎̌

̌
）

（
̑̕

̏
）

̒

̏̏ ̌ （̓̌ ） ̏̕ ̌
̑̑

̏̌

̒

̍

̏

̓

̎

̔
̐

̕

̍̌

̑

̎̑
̏̓

̌
（

ア
ン

Χ
ー

ϐ
ッ

チ
）

̎̑ ̍̍

̐̎
̌

̍̑ ̏̕ ̌ ̍̑
̧̑ ɽ̑

̔̌
̎̒

̌
（

ア
ン

Χ
ー

ϐ
ッ

チ
）

̔̌

（
̎̌

̌
）

（
̓̐

̌
）

̐̏ ̑

̏̌ ̎̑̐̎ ̌ （̓̑ ） ̐̎ ̌
̎̑

̎̑

（̎̐ ）

̒

̍
̑

̏

̓

̎

̔
̐

̕

̍̌

̎̑
̐̑

̌
（

ア
ン

Χ
ー

ϐ
ッ

チ
）

̎̑
̍̍

̑̌
̌

̔̌
̏̐

̌
（

ア
ン

Χ
ー

ϐ
ッ

チ
）

̔̌

̍̑ ̐̓ ̌ ̍̑
̧̑ ɽ̑

̑̍ ̑

（
̔̓

̌
）

（
̎̌

̌
）

̏̌ ̎̑̑̌ ̌ （̓̑ ） ̑̌ ̌
̎̑ ̎̑

（̎̐ ）

̒

̏

̓

̎

̔

̐

̕

̍̌

̑
̍

ༀӷೖஔ15S型
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■༻్
˔プール・ཋ૧なͲͷ塩ૉ管理༻

■特長
ᶃཹ塩ૉͷೱ度にԠ͡て࣍ѥ塩ૉࢎソーμͷ注入をࣗ動制御するͷでわずΒ

わしい管理がなくなΓ·しͨ。
ᶄ電ۃͷビーζ洗浄と電気洗浄ͷฒ༻によΓ、̓ ఆしͨೱ度ଌఆがՄ能です。

■γεςϜϑϩʔྫ

■標準付属品

■仕様ද

注 。いけが必要となΓ·す。ผ్、͝૬ஊくださいͷ（内෦品ܭ塩ૉཹ）ϗルμー・ۃͼ水࣭によΓ電ٴ్༺（1

෦ɹ品ɹ໊
Ψラスビーζ

උɹɹ考
5ା
ݸ

༺ܭ塩ૉཹ

ଌఆ方式 ଌఆ水ྲྀ量（Ұఆ） ଌఆ水圧力 ଌఆ水QH（Ұఆ） 電ɹɹ源
1.0ʙ1.5L/mJO 0.1ʙ0.3MPB 6.0ʙ8.6QH AC90ʙ264V 単૬50/60H[ポーラϩάラフ方式

■型式説明

6$-�"���#

ᶃ塩ૉೱ度制御ユニット
ᶄશࣗ動
ᶅ制御盤付（ແه入：盤なし）

ᶃ ᶄ ᶅ

౬（ԟ）څ

水څ

温水（ԟ）

（ؐ）౬څ

温水（ؐ）

ཋɹ૧ɹ

̧̝
̨̝
MM
M

̧̨

̧̧

̨̛

̥̑
ろ過ஔ

共栓

排水

電源

̖

̢

̥

̩ ̢

排水ᐩ

̩

̥̥

̩

̥

排水

̩

̢

水ユニットڅิ

ݕ口

̘̫   ̎ .̌   ͂ ̀ɻ ̘̎ ʴ̚
̘̫ ̫̍ .̎ ̑͂ ̀ɻ ̘̎

̗̖̗

電源

̖

塩ૉೱ度制御ஔ

̡

薬注ஔ

̡̘

※

アース

ろ過ポンプ空転止

ろ過ポンプ空転෮ؼ

水弁։څิ

水弁ดڅิ

ʻཋ૧水位ܭʼ

※

ༀӷೖஔ 6$-"型ࣗಈԘૉೱ੍ޚஔ
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๏ਤੇܗ֎■

■෦品໊শද

ܭ塩ૉཹ

Սܕཱࣗ

部　品　名

ΧートϦッジストレーφー
フΟルターϋジンά
ボールόルϒ

3
4

6
5

制御盤

1
Noɽ

2

個数

1

1
1

2

1
1

AS

ABS थࢷ
SS400

࣭　ࡐ

SUS

ユニΦンタΠプ

60 ϝッγϡ

උ　ߟ

塩ૉܭ

1532015

（
40

）

サンプϦンάコック

ྲྀ量ௐόルϒ

15

（
60

）

35
0

32
0

（110）

（3）

15

4×φ12

350

4343

サンプル水入口 サンプル水出口

10
70

137

33
0

400Ҏ্

50
0Ҏ

্

ਖ਼面ଆ

ϝンςφンススϖース

200
Ҏ্

20
0

Ҏ
্

洗浄த ҟৗ

ʵPC

洗浄
θϩ

ENT

制御த

RɹEɹSɹ* ɹRɹEɹRɹCɹLɹ0

5

4

3

2

6

1

4

配管接続ྫ

ࠩ圧：0.01MPBҎ্

ɹRcɹ½ɹRcɹ½

mg/L

L/mJO

ˆ

RM�52PC�B

U�PVC

0P12�1525

˔6$-"型

ༀӷೖஔ6$-"型 ࣗಈԘૉೱ੍ޚஔ
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ଆ໘・ఈ໘݉༻॥ۚʢؙ型ʣ
■෦品ද

■ੇ๏ද

ਤߏ・๏ਤੇܗ֎■
ූ߸ 部　ࡐ　名 数ྔ ࣭　ࡐ
1
2
3

ɹࡼ
ࡼड
水ࡼ

1
1
1

SCS13
SCS13
SCS13

ූ߸ 部　ࡐ　名 数ྔ ࣭　ࡐ
1
2
3
4

ɹࡼ
ࡼड
ௐઅ管
水ࡼ

1
1
1
1

SCS13
SCS13

SUS304
SCS13

ූ߸ 部　ࡐ　名 数ྔ ࣭　ࡐ
1
2
3
4
5
6

排水共栓
ຊɹମ
φット
0Ϧンά
ௐઅ管
水ࡼ

1
1
1
2
1
1

SCS13
SCS13

SUS304
NBR

SUS304
SCS13

ࣜ　ܕ ПD4ПD1
ʢਫࡼʣ

TK�CU 25
TK�CU 32
TK�CU 40
TK�CU 50
TK�CU 65
TK�CU 80
TK�CU 100

138
148
154
166
182
195
222

ПD2
ʢࡼडʣ

130
130
130
155
155
230
230

ПD�
ʢࡼʣ

109
109
109
134
134
209
209

40
49
56
68
83
97

125

H1

70
68
66
70
67
88
89

H�

55
58
58
62
68
74
85

H4

30
30
30
30
32
35
40

L1

（単位：mm）

12
13
14
15
16
17
18

L2

12
13
14
16
18
20
22

։ޱ
ˋ

750
490
295
265
155
300
180

H2

72ʙ88
70ʙ86
68ʙ84
72ʙ88
71ʙ87

95ʙ111
101ʙ117

ࣜ　ܕ ПD1A1

TK�SK4 25
TK�SK4 32
TK�SK4 40
TK�SK4 50
TK�SK4 65
TK�SK4 80
TK�SK4 100

200
200
250
250
300
300
300

B1

200
200
250
250
300
300
300

A2

171
171
221
221
271
271
271

B2

171
171
221
221
271
271
271

138
148
154
166
182
195
222

ПD2

38
49
56
68
83
97

125

H1

83
83
95
95

105
105
105

H�

55
58
58
62
68
74
85

H4

30
30
30
30
32
35
40

L1

12
13
14
15
16
17
18

L2

12
13
14
16
18
20
22

։ޱ
ˋ

1100
710
1110
690
680
510
300

H2ʢߟࢀʣ

174ʙ191
174ʙ191
186ʙ203
184ʙ201
189ʙ208
186ʙ208
183ʙ210

ࣜ　ܕ ПD1

TK�CH 40
TK�CH 50
TK�CH 65
TK�CH 80
TK�CH 100

154
166
182
195
222

ПD2

85
85

125
125
160

ПD�

65
65
96
96

123

ПD4

40
40
40
40
40

ПD5

56
68
83
97

125

H1

49
49
55
55
65

H�

58
62
68
74
85

H4

30
30
32
35
40

L1

14
15
16
17
18

L2

14
16
18
20
22

H2

138ʙ155
138ʙ155
142ʙ161
142ʙ164
144ʙ171

ˎ։口ˋはVP管அ面積にରするൺです。
。ですܘͼݺが配管接続口ͷࣈ式ͷܕˎ

ఈ෦ࠐٵ・ుग़ۚʢ֯型ʣ
■෦品ද

■ੇ๏ද

ਤߏ・๏ਤੇܗ֎■

（単位：mm）

ˎ։口ˋはVP管அ面積にରするൺです。
Aˎ2ٴͼB2はࡼड口ͷੇ๏です。

ˎ機छによΓࡼスϦットύターンはҟなΓ·す。
。ですܘͼݺが配管接続口ͷࣈ式ͷܕˎ

ഉਫۚ
■෦品ද

■ੇ๏ද

ਤߏ・๏ਤੇܗ֎■

（単位：mm）

。ですܘͼݺが配管接続口ͷࣈ式ͷܕˎ

ろ過ଐ ۚ
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■Ζաํ式ʹ͍ͭͯ

式ܗ

原理

ろ材

ろ材交換

ろ過ॿ材

ろ過ਫ਼度

逆洗排水

逆洗࣌間
・

水量

ߏ
・

ߏ

࠭式 ΧートϦッジ式

Ұൠతなろ過ஔͷܗ式によるൺֱをԼදにࣔし·す。

ද1. ろ過ஔͷܗ式ൺֱ

ろ過水

原水

ろ過࠭

ར࠭࣋ࢧ

ΧートϦッジ

ろ過水

原水

ूໟ器・ポンプ・ろ過タンク͓よͼ͜れΒをͭな͙配管なͲでߏ
される。
ポンプよΓタンク内にૹΒれͨ水は、্ ෦ͷࢄ水ஔよΓࢄ水され、
࠭ろ過（ްさ 400 ʙ 600mm）と࠭࣋ࢧརを通過してू水
ஔにू·Γ、タンクを出て͔Βফಟࡎを注入しͨڅ、ޙ水される。
ろ過度は、25 ʙ 45m/H がଟい。プレコート૧·ͨはࡎूڽ注
入ஔを༻するࣄ͋る。
˒ςラルでは、処理能力ͷখさい機छでは、࠭࣋ࢧརを༻しな
いͷ͋Γ·す。
される߹Ҏ֎はٻいろ過ਫ਼度を要ߴにͭいては、ಛにࡎूڽ
༻してい·ͤΜ。

。は、࠭式とಉ͡ߏ
タンク内にろ過能力にԠͨ͡ຊͷΧートϦッジろ材をऩ༰し、水
をろ材֎ଆ͔ΒૹΓࠐΈ、ろ材දでૈいݒ࣭をআき、ろ材
内でඍࡉなݒ࣭をัଊし、タンクを出て͔Βফಟࡎを注入し
。水されるڅ、ޙͨ
ろ過度は、4 ʙ 10m/H で、ΧートϦッジ（Ὑ250mm）1 ຊ
Γ0.2 ʙ 0.5m3/H ͷ処理量で͋る。

ろ過ਫ਼度をߴΊるͨΊ、プレコートࡎ·ͨはࡎूڽを༻する。
逆洗ޙ、プレコート૧でེࢎόンドとソーμփを水でௐ߹してフϩッ
クをͭくΓ、タンクに注入し、ろ্෦にプレコートする。
。にタンクͷલで薬注ポンプを༻いて注入する࣌はろ過ࡎूڽ
˒ςラルでは、ࡎूڽ注入方式を࠾༻してい·すが、ಛにߴいろ
過ਫ਼度を要ٻされる߹Ҏ֎は、通ৗ༻してい·ͤΜ。

必要なし

水࣭ม動にڧく、水࣭が҆ఆしている。
্によΓ、ろ過ਫ਼度が༺ࡎूڽ

ろ過ਫ਼度がߴいΧートϦッジを༻すると、
࣌間で٧·Γをੜずる。

運転ૢ࡞ ख動式は逆洗ૢ࡞がෳࡶで͋る。
ࣗ動式は༰қ。

༰қ

2 ʙ 4 に 1 ճ͙Βい 10 ʙ 15mJO ఔ度
逆洗水量 5m3/ （ろ過能力 60m3/H ͷろ過ஔͷ߹）

。は逆洗ෆ能で、৽品と交換するܕרࢳ
プϦーπܕはタンクよΓ取出して洗浄する。
2 ʙ 3ϱ݄に 1 ճくΒい。
洗浄水量 8m3/ ճ（ろ過能力 60m3/H ͷろ過ஔͷ߹）

Լ水ಓ์ྲྀͷ排水処理ෆ要 排水なし

設ஔスϖース 1.0 ࠭式ͷ 0.6 ʙ 0.7

運転ҡ࣋අ 1.0 ࠭式ͷ 1.2 ʙ 1.8

ఱવ࠭·ͨはਓ濾材（γャϞットサンド・セラϛック・アンスラサ
Πト）なͲで、ཻܘ・ൺ重・品छͷҟなるろ材を積する͜とによ
ΓϝーΧーಠࣗͷろ過を考Ҋしている。
˒ςラルでは、ཻܘ 0.6mm ͷろ過࠭をඪ४తに༻してい·す。
·ͨ、ಛघ༻్なͲに、ͦͷଞͷろ材でରԠでき·す。

ろ過ਫ਼度 20 ʙ 150Жm ͷܕרࢳΧートϦッジ（φ65mm×Ὑ250、
500、750mm）ポϦΤスςルෆ৫製プϦーπܕΧートϦッジ
なͲが͋る。
˒ςラルでは、プール༻ͷ߹ 100Жm をඪ४తに༻してい·
す。

ิॆ 10ˋʗ 2 、交換 1 ճʗ 5 ʙ 10 
˒ςラルでは、5 に 1 ճを҆としてい·す。

交換 1 ճʗ 2 ʙ 3ϱ݄

設ฤ（プールᶗ）͔Β抜ਮ・ฤूࢪԂٕज़ඪ४ղઆॻ・運動ެࢢԂ՝म：ެہࢢ設লݐ※

ٕज़ࢿྉ
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■ॲཧਫྔʹ͍ͭͯ

छ　ผ

プールߍֶ
࿅श༻プール※̎

レクϦΤーγϣン༻プール
プールڙࢠ
༮ࣇプール

λʔϯ数˞1

Nʢ֎ʣ Nʢʣ
4 ʙ 6
4 ʙ 8

6 ʙ 10
8 ʙ 12
24 ʙ

5 ʙ 7
6 ʙ 10
8 ʙ 12

10 ʙ 14
24 ʙ 28

ᶃ෩࿊ͷ߹
ཋ૧内ͷ水が̍ 。間に॥するճをターンΦーόといい、͜れを̣でදし·す࣌
̣はターン͋るいは॥ճといわれ、࣍式でࣔされ·す。

と̫しては、ᶃཋ૧内水量ͷଞに、ᶄ配管͓よͼろ過ஔなͲͷஔ内水量、ᶅόラン
γンάタンクͷ水量がՃわΓ·すが、通ৗᶄͷ水量はແࢹし·す。

ެऺཋ๏によれ、ʮ̍࣌間Γཋ૧༰量とಉ量Ҏ্ͷろ過能力、すなわͪ̍ 間࣌
Γ̍ ターンҎ্ͷͷでなけれなΒない。ʯとなͬてい·すが、࣮ࡍには設ࣄܭ
ॴで設ܭ・બఆされる߹、 ʙ̎̏ ターンʗ̝でܭըされるͷがҰൠతとなͬてい·
す。

ᶄプールͷ߹
プール内ͷ水が̍ 。間に॥するճをターンΦーόといい、͜れを̣でදし·す࣌
̣はターン͋るいは॥ճといわれ、࣍式でࣔされ·す。

と̫しては、ᶃプール内水量ͷଞに、ᶄ配管͓よͼろ過ஔなͲͷஔ内水量、ᶅόランγンάタンクͷ水量がՃわΓ·すが、通ৗᶄͷ水量はແࢹし·す。

ްੜল基४によるターンは、࿈続運転ͷ߹は̐ ターンҎ্、間ஔをఀ止する߹には、 タ̒ーンҎ্とܾΊΒれてい·す。·ͨ、プールͷԚれは、༡ӭਓ
・設ஔڥプール水温なͲͷӨڹをडけ·す。
͜れΒͷ͜とを考慮しͨ࿈続運転ͷ߹ͷඪ४తなターンをԼදにࣔし·す。

■ਫ࣭ج準
ᶃཋ૧水ͷ水࣭基४

ද2. ඪ४తなターン（※̏）

※̍：ターンは 24 間࿈続運転ͷ߹ͷで͋る࣌
※̎：ެӦ・ຽӦͷ 25̼、50̼プール
※̏ɹ空気ௐӴੜֶศཡɹୈ 14 ൛よΓ

ɹ度

༗機（શ༗機ૉ（T0C）ͷ量）
過マンΨンࢎΧϦϜফඅ量量

େ܈ە

レジΦωラଐە

ਫ࣭ج४߲　

5ʦ度ʧҎԼ

༗機は 8mg/L ҎԼ、ຢは、過マン
ΨンࢎΧϦϜফඅ量は 25mg/L ҎԼ

1ʦݸ /mLʧҎԼ

10ʦCFU/100mLʧະຬ

ද3

※ʮެऺཋに͓けるӴੜ等管理要ྖ等ͷվਖ਼にͭいてʯ
ɹੜ৯発0919ୈ8߸ྩݩ9݄19

ᶄプール水ͷ水࣭基४

※ްੜ࿑ಇল݈ہ߁通：༡ӭ༻プールͷӴੜ基४にͭいて
ɹ（ฏ̍̕ ݄̑ ̎̔ ）݈ 発ୈ̌̑ ̎̔ ̌̌ ̏߸よΓ
注）Φκン処理ຢはࢵ֎ઢ処理を塩ૉফಟにซ༻する߹に、（̍）͔ Β（̐）·でٴͼ（̒）͔ Β

（̔）·でにఆΊる基४をద༻するͷで͋る͜と。
ւ水ຢは温ઘ水を原水として༻するプールで͋ͬて、ৗ࣌ਗ਼浄な༻水がྲྀ入しਗ਼浄度を
保ͭ͜とができる߹には、（̐）͓ よͼ（̑）にఆΊる基४はద༻しなくてࠩし͑ࢧない͜
と。·ͨ、原水で͋るւ水ຢは温ઘ水ͷੑঢ়によͬては（̍）͔ Β（̑）·で、（̓）ٴͼ（̔）にఆ
Ίる基४ͷҰ෦をద༻しなくてࠩし͑ࢧない͜と。

̍）水ૉΠΦンೱ度

̎）ɹ度

̏）過マンΨンࢎΧϦϜফඅ量

̐）༡ཹ塩ૉೱ度

̑）ೋࢎԽ塩ૉೱ度
ɹ  （塩ૉফಟに͑てೋࢎԽ
ɹɹ塩ૉによるফಟをߦう߹）

̒）େ܈ە

̓）Ұൠەࡉ

̔）૯トϦϋϩϝタン

ਫ࣭ج४߲　

̝̿  5.8 Ҏ্ 8.6 ҎԼで͋る͜と

2 度ҎԼで͋る͜と

12 mg/L ҎԼで͋る͜と

0.4 mg/L Ҏ্で͋る͜と
·ͨ 1.0 mg/L ҎԼで͋る͜とが·しい

0.1mg/L Ҏ্、0.4 mg/L ҎԼで͋る͜と
·ͨ、ѥ塩ૉࢎೱ度は 1.2mg/L ҎԼ

出されない͜とݕ

200CFU/mL ҎԼで͋る͜と

ఆඪとして͓͓ΉͶ 0.2mg/L ҎԼが
·しい͜と

ද4

̣́ ̦ʗ̫ɹɹɹ ：̣ターンʦճʗ̝ʧ
：̦॥水量（処理水量）ʦ 3̼ ʗ̝ʧ
：̫ཋ૧ͷ水量ʦ 3̼ʧ

̣́ ̎̐ ×̦ ʗ̫ɹɹɹ ：̣ターンʦճʗʧ
：̦॥水量（処理水量）ʦ 3̼ ʗ̝ʧ
：̫プールͷ水量ʦ 3̼ʧ

ٕज़ࢿྉ
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1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

˓
˓
˓
˓
˓
˓
˓
˓
˓
˓
˓

߲ɹɹ໊ 基ɹ४ɹNP.
Ұൠەࡉ
େە
ΧドϛϜٴͼͦͷԽ߹
水ۜٴͼͦͷԽ߹
セレンٴͼͦͷԽ߹
ԖٴͼͦͷԽ߹
ώૉٴͼͦͷԽ߹
ՁクϩϜԽ߹
ѥੑࢎૉ
γアンԽΠΦンٴͼ塩Խγアン
ੑࢎૉٴͼѥੑࢎૉ
フッૉٴͼͦͷԽ߹
ϗૉٴͼͦͷԽ߹
塩Խૉ࢛
̍ɼ̐ � ジΦキサン
γス �̍ ɼ̎ � ジクϩϩΤチレンٴͼトランス �̍ ɼ̎ � ジクϩϩΤチレン
ジクϩϩϝタン
ςトラクϩϩΤチレン
トϦクϩϩΤチレン
ベンθン
塩ૉࢎ
クϩϩਣࢎ
クϩϩϗルϜ
ジクϩϩਣࢎ
ジϒϩϞクϩϩϝタン
षૉࢎ
૯トϦϋϩϝタン
トϦクϩϩਣࢎ
ϒϩϞジクϩϩϝタン
ϒϩϞϗルϜ
ϗルϜアルσώド
ѥԖٴͼͦͷԽ߹
アルϛニϜٴͼͦͷԽ߹
మٴͼͦͷԽ߹
ಔٴͼͦͷԽ߹
φトϦϜٴͼͦͷԽ߹
マンΨンٴͼͦͷԽ߹
塩ԽΠΦン
ΧルγϜ、マάωγϜ等（ߗ度）
ৠ発ཹ
ӄΠΦンք面ࡎੑ׆
ジΣΦスϛン

�̎ ϝチルΠソボルωΦール
ඇΠΦンք面ࡎੑ׆
フΣϊールྨ
༗機（શ༗機ૉ（̩ ̤̘ ）ͷ量）
̝̿ 
ຯ
ष気
৭度
度

̼̍ ͷ̡ݕ水でܗされるूམが̍ ̌̌ ҎԼ
出されない͜とݕ
ΧドϛϜͷ量にؔして̌ ɽ̌̌̏ ̶̼ ʗ̡ ҎԼ
水ۜͷ量にؔして̌ ɽ̌̌̌ ̼̑ ʗ̶̡ ҎԼ
セレンͷ量にؔして̌ ɽ̼̌̍ ʗ̶̡ ҎԼ
Ԗͷ量にؔして̌ ɽ̼̌̍ ʗ̶̡ ҎԼ
ώૉͷ量にؔして̌ ɽ̼̌̍ ʗ̶̡ ҎԼ
ՁクϩϜͷ量にؔして̌ ɽ̌ 2̶̼ ʗ̡ ҎԼ
0.04mg/L ҎԼ
γアンͷ量にؔして̌ ɽ̼̌̍ ʗ̶̡ ҎԼ
̍̌ ̶̼ ʗ̡ ҎԼ
フッૉͷ量にؔして̌ ɽ̶̼̔ ʗ̡ ҎԼ
ϗૉͷ量にؔして̍ ɽ̶̼̌ ʗ̡ ҎԼ
̌ɽ̌̌̎ ̶̼ ʗ̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̑ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̐ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̎ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̍ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̍ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̍ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̶̼̒ ʗ̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̎ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̒ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̐ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̶̼̍ ʗ̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̍ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̶̼̍ ʗ̡ ҎԼ
̌ɽ̶̼̎ ʗ̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̏ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̕ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̔ ʗ̶̡ ҎԼ
ѥԖͷ量にؔして̍ ɽ̶̼̌ ʗ̡ ҎԼ
アルϛニϜͷ量にؔして̌ ɽ̶̼̎ ʗ̡ ҎԼ
మͷ量にؔして̌ ɽ̶̼̏ ʗ̡ ҎԼ
ಔͷ量にؔして̍ ɽ̶̼̌ ʗ̡ ҎԼ
φトϦϜͷ量にؔして̎ ̌̌ ̶̼ ʗ̡ ҎԼ
マンΨンͷ量にؔして̌ ɽ̼̌̑ ʗ̶̡ ҎԼ
̎̌ ̼̌ ʗ̶̡ ҎԼ
̏̌ ̼̌ ʗ̶̡ ҎԼ
̑̌ ̼̌ ʗ̶̡ ҎԼ
̌ɽ̶̼̎ ʗ̡ ҎԼ
̌ɽ̌̌̌ ̌̍ ̶̼ ʗ̡ ҎԼ
̌ɽ̌̌̌ ̌̍ ̶̼ ʗ̡ ҎԼ
̌ɽ̼̌̎ ʗ̶̡ ҎԼ
フΣϊールとして̌ ɽ̌̌̑ ̶̼ ʗ̡ ҎԼ
̏ɽ̶̼̌ ʗ̡ ҎԼ
̑ɽ̔ Ҏ্̔ɽ̒ ҎԼ
ҟৗでない͜と
ҟৗでない͜と
̑度ҎԼ
̎度ҎԼ

52
53
54
55
56

˚

˚

˚

߲ɹɹ໊ 基ɹ४ɹNP.
アンϞニアੑૉ
塩ૉ要ٻ量
ΠΦンঢ়γϦΧ
ফඅ量（Mࢎ アルΧϦ度）
クϦプトスポϦジϜࢦඪە（େݏ・ە気ੑժ๔ە）

̌ɽ̶̼̍ ʗ̡ ҎԼ
1.0̶̼ ʗ̡ ఔ度ҎԼ（ࢀ考）
30̶̼ ʗ̡ ఔ度ҎԼ（ࢀ考）
20̶̼ ʗ̡ ʙ50̶̼ ʗ̡ ఔ度
出されない͜とݕ

˓ҹͷ߲はফಟ෭ੜ
Ҫށ原水水࣭ੳ߲として˓ҹͷফಟ෭ੜはলུՄ。
Ҫށ原水水࣭ੳ߲としてԼهͷ˚ҹଌఆする͜と。

■ਫಓਫ࣭ج準ʢްੜ࿑ಇলʣ

別్ɹਪج準

ද5

ද6

ٕज़ࢿྉ
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Yes, We use RecyclePaper. 再生紙を使用しています。

本カタログの内容についての問い合わせは、お近くの販売店、もしくは当社におたずねください。
本カタログの記載内容は、　　年　月現在のものです。なお、製品改良等のため、お断り無しに仕様を変更することがありますのでご了承ください。

www.teral.net

安全に関する
ご注意

●ご使用前に「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●電気工事はお買い上げの販売店または専門業者にご相談ください。
　配線などの据付け工事に不備があると感電や火災の原因になることがあります。
●決められた製品仕様以外でのご使用はしないでください。感電・火災・故障の原因になります。

本 　 　 社 広島県福山市御幸町森脇230 〒720-0003 TEL.084-955-1111 FAX.084-955-5777

東 北 支 店
仙 台 営 業 所 仙台市宮城野区銀杏町39-25 〒983-0047 TEL.022-232-0115 FAX.022-238-9248
札 幌 営 業 所 札幌市中央区北11条西23丁目1-3 〒060-0011 TEL.011-644-2501 FAX.011-631-8998
北 東 北 営 業 所 盛岡市津志田南2丁目12-27 〒020-0839 TEL.019-601-8818 FAX.019-601-8819
郡 山 営 業 所 郡山市島1丁目13-9 〒963-8034 TEL.024-922-5122 FAX.024-922-4226

北 関 東 支 店
大 宮 営 業 所 さいたま市見沼区大和田町2-1018-2 〒337-0053 TEL.048-681-7822 FAX.048-681-7082
新 潟 営 業 所 新潟市中央区山二ツ5丁目6-21 〒950-0922 TEL.025-287-5032 FAX.025-287-3719
長 岡 営 業 所 長岡市宮関3丁目1-21 〒940-2021 TEL.0258-29-1725 FAX.0258-29-2369
水 戸 営 業 所 水戸市白梅4丁目2-16 〒310-0804 TEL.029-224-8904 FAX.029-231-4044
土 浦 営 業 所 牛久市ひたち野西四丁目22-3 オーシャンパドラー フロアC 〒300-1206 TEL.029-870-2760 FAX.029-870-2761
宇 都 宮 営 業 所 宇都宮市鶴田町3333番地18 〒320-0851 TEL.028-346-3400 FAX.028-346-9432
前 橋 営 業 所 前橋市元総社町84-3 〒371-0846 TEL.027-253-0262 FAX.027-253-0278
長 野 営 業 所  長野市大字南堀401番地の1 豊和ビル三 〒381-0016 TEL.026-243-2860 FAX.026-243-2861

東 京 支 店 
城 東 営 業 所 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-7769 FAX.03-3818-6763
城西第1・第2営業所 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-6752 FAX.03-3818-6763
アクアシステム関東営業所 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-5684-0238 FAX.03-5684-0218
東京開発グループ 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-6846 FAX.03-3818-6763
立 川 営 業 所 立川市幸町3丁目32-9 〒190-0002 TEL.042-536-2714 FAX.042-538-7080
千 葉 営 業 所 千葉市中央区今井町1493-4 〒260-0815 TEL.043-264-5252 FAX.043-226-7353
横 浜 営 業 所 横浜市神奈川区新浦島町1丁目1-25（テクノウェイブ100 10F） 〒221-0031 TEL.045-450-5351 FAX.045-450-5352

東 京 支 社
営 業 企 画 室  東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-7700 FAX.03-3818-6790
東京産業システム1課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-8101 FAX.03-3818-6798
東京産業システム2課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-5805-1311 FAX.03-3818-6798
東京環境システム1課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-7800 FAX.03-3818-5031
東京環境システム2課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-7766 FAX.03-3818-5031
東京環境システム3課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-7800 FAX.03-3818-5031
東京施工管理1課・2課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-7764 FAX.03-3818-6437
市 場 開 発 課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-3818-6846 FAX.03-3818-5031
ソリューション技術1課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-6891-7800 FAX.03-3818-5031
ソリューション技術2課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-6891-7800 FAX.03-3818-5031
ソリューション技術3課 東京都文京区後楽2丁目3-27 テラル後楽ビル 〒112-0004 TEL.03-6891-7800 FAX.03-3818-5031

北 陸 支 店
金 沢 営 業 所 金沢市松島2丁目18 〒920-0364 TEL.076-240-0350 FAX.076-240-0357
富 山 営 業 所 富山市田中町2丁目10-24 〒930-0985 TEL.076-433-2151 FAX.076-432-8234
福 井 営 業 所 福井市問屋町3丁目501番地（ウィング八田101号） 〒918-8231 TEL.0776-28-5361 FAX.0776-28-5362

中 部 支 店
名 古 屋 営 業 所 名古屋市中区伊勢山1-1-19（名古屋急送ビル 6Ｆ） 〒460-0026 TEL.052-339-0871 FAX.052-339-0895

名古屋環境システム課 名古屋市中区伊勢山1-1-19（名古屋急送ビル 6Ｆ） 〒460-0026 TEL.052-339-0875 FAX.052-339-0895 
名古屋産業システム課 名古屋市中区伊勢山1-1-19（名古屋急送ビル 6Ｆ） 〒460-0026 TEL.052-339-0891 FAX.052-339-0895
ソリューション技術名古屋G 名古屋市中区伊勢山1-1-19（名古屋急送ビル 6Ｆ） 〒460-0026 TEL.052-380-7544 FAX.052-339-0895
アクアシステム中部営業所 名古屋市中区伊勢山1-1-19（名古屋急送ビル 6Ｆ） 〒460-0026 TEL.052-332-6510 FAX.052-332-6513
静 岡 営 業 所 静岡市駿河区豊田3丁目2-15 〒422-8027 TEL.054-285-3201 FAX.054-284-1831
沼 津 営 業 所 沼津市若葉町3-10 〒410-0059 TEL.055-923-1377 FAX.055-923-3449
浜 松 営 業 所 浜松市東区丸塚町132-1 〒435-0046 TEL.053-463-1701 FAX.053-464-1818
岐 阜 営 業 所 岐阜市六条南3丁目7-11 〒500-8358 TEL.058-271-6651 FAX.058-274-7379

大 阪 支 店
大阪第1・第2営業所 大阪市西区靭本町1丁目11-7（信濃橋三井ビル3F） 〒550-0004 TEL.06-7711-8882 FAX.06-7711-5554
近畿アクアシステム課 大阪市西区靭本町1丁目11-7（信濃橋三井ビル3F） 〒550-0004 TEL.06-7711-8883 FAX.06-7711-5554
大阪開発グループ 大阪市西区靭本町1丁目11-7（信濃橋三井ビル3F） 〒550-0004 TEL.06-7711-8887 FAX.06-7711-5554
大阪環境システム課 大阪市西区靭本町1丁目11-7（信濃橋三井ビル3F） 〒550-0004 TEL.06-7711-8885 FAX.06-7711-5554
大阪施工管理課 大阪市西区靭本町1丁目11-7（信濃橋三井ビル3F） 〒550-0004 TEL.06-7711-8885 FAX.06-7711-5554
大阪産業システム課 大阪市西区靭本町1丁目11-7（信濃橋三井ビル3F） 〒550-0004 TEL.06-7711-8884 FAX.06-7711-5554
ソリューション技術大阪G 大阪市西区靭本町1丁目11-7（信濃橋三井ビル3F） 〒550-0004 TEL.06-7711-8886 FAX.06-7711-5554
南 大 阪 営 業 所 堺市北区百舌鳥梅町3丁47-1（グレース中百舌鳥トキワ2A号室） 〒591-8032 TEL.072-253-4391 FAX.072-253-6966
滋 賀 営 業 所 守山市守山2丁目16-38-103 〒524-0022 TEL.077-583-3666 FAX.077-583-3685
京 都 営 業 所 京都市伏見区竹田中川原町359番地（TMKビル 1F） 〒612-8412 TEL.075-647-1550 FAX.075-647-1537
神 戸 営 業 所 神戸市中央区多聞通2丁目4-4（ブックローン神戸ビル 7F） 〒650-0015 TEL.078-382-1991 FAX.078-382-1993
姫 路 営 業 所 姫路市飾磨区三宅1-192番地 305号 〒672-8048 TEL.079-281-5511 FAX.079-281-1487

中 国 支 店
広 島 営 業 所 広島市西区三篠町3-12-21（第2ベルビィ三篠 1F） 〒733-0003 TEL.082-537-0660 FAX.082-537-0678
福 山 営 業 所 福山市御幸町森脇337-2 〒720-0003 TEL.084-961-0222 FAX.084-961-0211
米 子 営 業 所 米子市上福原5丁目1-50 〒683-0004 TEL.0859-32-2970 FAX.0859-32-2971
岡 山 営 業 所 岡山市北区上中野2丁目24-14 〒700-0972 TEL.086-241-4221 FAX.086-241-4230

四 国 支 店
高 松 営 業 所 高松市東ハゼ町4-5 〒761-8054 TEL.087-867-4040 FAX.087-867-4042
松 山 営 業 所 松山市朝生田町2丁目1-33 〒790-0952 TEL.089-935-4335 FAX.089-935-4331

九 州 支 店
福岡第1・第2営業所 福岡市博多区山王1丁目6-3 〒812-0015 TEL.092-474-7161 FAX.092-474-7167
北 九 州 営 業 所 北九州市小倉北区中井5丁目11-13 〒803-0836 TEL.093-571-5731 FAX.093-591-0192
久 留 米 営 業 所 久留米市山川追分1丁目4-24 〒839-0814 TEL.0942-88-5825 FAX.0942-88-5823
大 分 営 業 所 大分市仲西町1丁目10-15 〒870-0135 TEL.097-551-1857 FAX.097-552-0589
熊 本 営 業 所 熊本市東区上南部2丁目7番12号 〒861-8010 TEL.096-380-8388 FAX.096-380-1795
長 崎 営 業 所 長崎市大橋町7-5（横山ビル 1F） 〒852-8134 TEL.095-848-2221 FAX.095-848-5137
宮 崎 営 業 所 宮崎市大字芳士870 〒880-0123 TEL.0985-39-1577 FAX.0985-39-1089
鹿 児 島 営 業 所 鹿児島市荒田2丁目59-11 〒890-0054 TEL.099-253-4321 FAX.099-253-4325
沖 縄 営 業 所 那覇市壷川2-1-5 〒900-0025 TEL.098-851-9591 FAX.098-851-9593

●駐在所　徳島、高知、山口

技術の相談窓口 テラル株式会社　テラル技術相談センター　TEL：フリーダイヤル 0120-665720
受付時間：平日9時～12時、13時～17時（土、日、祝日並びに弊社規定の休日は除く）
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